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昨
年
、
本
学
園
は
め
で
た
く
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
、

我
々
に
と
っ
て
大
変
嬉
し
く
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
本
学

園
に
関
係
す
る
皆
々
様
の
ご
支
援
・
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
と
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
創
立
1
0
0
周
年
を
新
し
い
出
発
点
と

し
て
、
次
の
世
紀
へ
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
今
こ
こ

に
学
園
創
立
1
0
1
周
年
の
記
念
日
を
迎
え
、
決
意
を
新
た
に
前

進
し
て
い
き
た
い
。

本
学
に
お
い
て
も
建
学
の
精
神
・
理
念
を
引
継
ぎ
、
こ
れ
を
更

に
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
学
科
再
編
を
進
め
て
い
る
。

最
初
に
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
計
画
し
た
時
は
、
法
隆
寺
の
伽
藍

配
置
を
模
し
て
つ
く
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
旧
図
書
館
が
本
堂
、

本
館
の
両
翼
は
回
廊
、
私
の
居
る
情
報
工
学
系
実
験
研
究
棟
は
、

金
堂
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
学
開
設
当
初
は
、
赤
土
の
上
に
本
館
が
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て
い

る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
グ
リ
ー
ン
を
増
や
す
運
動
を
続
け
、
少
し

ず
つ
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
に
し
て
き
た
。
将
来

と
も
、
こ
れ
を
看
板
に
で
き
る
様
に
さ
ら
に
整
備
し
、
こ
こ
へ
来

た
学
生
諸
君
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
ほ
っ
と
安
心
し
て
勉
学
や
仕

事
に
励
め
る
様
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
に
は
「
環
境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
も
の
づ
く
り
環
境
学

科
」
、
「
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
」
の
2
学
科
を
新
設
、
現
在
の

「
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」
を
「
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」
に
名
称
変

更
す
る
。
次
年
度
か
ら
学
科
も
増
え
、
大
学
の
運
営
も
更
に
多
大

な
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
全
学
園
を
あ
げ
て
応
援
し
て

い
き
た
い
。

新
学
科
設
立
を
契
機
に
、
私
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
し
い

息
抜
き
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
全
体
と

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
建
物
の
建
て
替
え
も
検
討
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

本
学
を
開
設
す
る
前
に
、
ド
イ
ツ
に
見
学
に
行
っ
た
が
、
そ
こ

で
見
聞
し
た
や
り
方
を
採
用
し
、
本
学
の
建
物
は
、
本
館
は
別
と

し
て
、
全
て
本
学
・
建
築
学
科
の
教
員
が
設
計
か
ら
施
工
ま
で
関

わ
っ
て
い
る
。
1
0
0
周
年
で
は
、
百
年
記
念
館
を
建
設
し
た
が
、

こ
れ
は
建
築
学
科
の
小
川
准
教
授
の
研
究
室
で
担
当
し
た
。
設
計

か
ら
施
工
監
理
ま
で
携
わ
っ
た
の
が
、
本
学
の
教
員
で
あ
り
、
研

究
室
で
あ
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
実

践
か
ら
学
ぶ
「
実
工
学
」
修
得
の
場
と
し
て
、
学
生
に
と
っ
て
は

良
い
勉
強
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
今
後
と
も
そ
の
伝
統
を
引
き

継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
園
第
二
世
紀
、

さ
ら
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の

エ
コ
化
を
進
め
て
い
き
た
い

理事長

大川 陽康
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学学
科科
新新
設設

「
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
」「
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
」

名
称
変
更
「
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」

もも
のの
づづ
くく
りり
環環
境境
学学
科科

学生も参加するISO活動

我
が
国
の
経
済
は
、
工
業
製

品
や
環
境
技
術
の
輸
出
に
大
き

く
依
存
し
て
い
る
。
最
近
、
原

油
・
金
属
資
源
の
高
騰
に
よ
り
、

も
の
づ
く
り
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
2
0
5
0
年
ま
で
に
C
O

2

を
50
％
削
減
す
る
こ
と
が
世
界

の
約
束
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

本
学
は
、
以
前
か
ら
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

来
年
4
月
に
「
環
境
」
に
取
り
組
む
未
来
志
向
の
2
学
科
を
新
設
す

る
。
合
わ
せ
て
、
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
名
称
を
「
創
造
シ
ス
テ
ム
工

学
科
」
に
名
称
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
新
設
2
学
科

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

な
制
約
下
で
、
も
の
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
に
は
、
製
品
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
根
本
的
な
見

直
し
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、

家
電
製
品
は
廃
棄
時
に
、
現
在

の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で

解
体
・
破
砕
処
理
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
製
品
を
造
っ
た

工
場
へ
戻
り
、
再
使
用
可
能
な

部
品
は
新
し
い
製
品
に
も
う
一

度
組
み
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
方
式
は
イ
ン
バ
ー
ス
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ

21
世
紀
に
登
場
す
る
未
来
工
場

で
あ
る
。

本
学
科
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
L
C
A
）

な
ど
の
新
た
な
設
計
手
法
に
基

づ
い
た
未
来
工
場
の
も
の
づ
く

り
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
。

ま
た
、
2
0
0
5
年
か
ら
「
国

連
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

教
育
の
10
年
」
と
い
う
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
環
境
教
育
を
担
う
人
材
も

養
成
す
る
。
学
科
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
「
持
続
可
能
性
（
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
）」
で
あ
る
。

本
学
科
に
は
、
住
空
間
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
と
福
祉
空
間
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
が
あ
り
、
心
地
よ

い
室
内
空
間
を
創
造
す
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
、
高
齢
者
に
優
し
い

住
環
境
の
専
門
家
を
育
て
る
。

住
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で

は
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の

セ
ン
ス
と
建
築
の
技
術
を
あ
わ

せ
も
ち
、
住
宅
や
店
舗
を
ト
ー

タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
建
築

本
学
園
に
と
っ
て
1
0
1
回

目
の
創
立
記
念
日
で
あ
る
6
月

29
日
、
「
第
一
回
創
立
記
念
日
学

園
協
議
会
」
が
、
学
園
の
役
員
、

大
学
・
高
校
・
中
学
・
専
門
学

校
の
教
職
員
52
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
。
昨
年
の
創
立
記

念
日
は
、
学
園
創
立
1
0
0
周

年
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
帝
国

ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
、
盛
大
に

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
、

1
0
0
0
名
を
超
え
る
来
賓
を

迎
え
た
が
、
学
園
第
2
世
紀
を

迎
え
た
本
年
は
、
そ
の
第
一
回

目
と
し
て
、
学
園
の
来
し
方
を

振
り
返
り
、
現
状
、
将
来
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
も
の

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
2
部
構
成
で
、
第
一

部
で
は
「
学
園
協
議
会
」
と
し

て
、
大
川
陽
康
理
事
長
か
ら
学

園
第
2
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
つ
い
で

柳
澤
章
学
長
か
ら
「
大
学
の
運

営
と
課
題
」
と
題
し
、
「
大
学
の

建
学
の
精
神
」
「
日
本
工
業
大
学

来
る
9
月
13
日(

土)

、
本
学
で

第
2
回
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
高
校
生
大
会
が
開
催

さ
れ
る
。
1
イ
ン
チ
角
の
ロ
ボ

ッ
ト
が
所
定
の
コ
ー
ス
を
自
立

的
に
走
行
し
、
時
間
を
競
う
も

の
で
、
わ
ず
か
1
イ
ン
チ
角
の

ロ
ボ
ッ
ト
内
に
C
P
U
や
バ
ッ

テ
リ
ー
を
搭
載
し
、
数
10
cm
の

大
き
さ
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
匹
敵
す

る
機
能
を
持
つ
様
に
設
計
要
求

さ
れ
る
。
そ
の
構
成
材
料
も
実

習
等
で
余
っ
た
端
材
で
製
作
が

可
能
で
、
マ
イ
ク
ロ
化
に
よ
り

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
を
め

ざ
す
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
コ
ン
テ
ス

ト
で
も
あ
る
。

学
園
創
立
1
0
0
周
年
行
事

と
し
て
昨
年
実
施
さ
れ
、
全
国

か
ら
2
2
0
台
近
く
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
そ
の
後
、
高
校
関
係
者
を

中
心
に
開
催
要
望
が
多
く
寄
せ

ら
れ
、
第
2
回
大
会
開
催
の
運

び
と
な
っ
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
締

め
切
り
は
8
月
22
日(

金)

で
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
可
。

詳
細
は
U
R
L
を
参
照
の
こ
と
。

http://ise.nit.ac.jp/m
rc2.htm
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多
数
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

の
理
念
」
「
教
育
目
標
」
さ
ら
に

は
、
本
学
教
育
の
エ
ッ
セ
ン
ス

と
も
い
え
る
「
実
工
学
の
学
び
」

に
つ
い
て
の
解
説
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て

大
学
の
教
育
支
援
体
制
か
ら
学

生
数
推
移
・
予
測
、
教
職
員
数

予
測
、
そ
れ
に
伴
う
収
入
予
測

ま
で
幅
広
い
説
明
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
学
園
運
営
に
向
け
て

の
知
識
の
共
有
化
を
図
っ
た
。

第
2
部
は
場
所
を
学
友
会
館

に
移
し
、
懇
親
会
を
開
催
。
普

段
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
機
会

を
利
用
し
、
活
発
に
意
見
交
換

を
行
い
、
交
流
を
深
め
た
。

6
月
6
日
、
柳
澤
章
学
長
と

建
築
学
科
・
岩
隈
利
輝
准
教
授

は
中
国
山
東
省
青
島
市
の
中
国

海
洋
大
学
を
訪
れ
、
「
日
本
工
業

大
学
と
中
国
海
洋
大
学
国
際
教

育
学
院
と
の
学
生
交
流
に
関
す

る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。
本
覚

書
は
、
昨
秋
、
本
学
で
取
り
交

わ
さ
れ
た
「
学
術
交
流
に
向
け

て
の
合
意
書
」
に
基
づ
く
も
の
。

同
大
学
は
80
年
前
に
開
学
、

そ
の
後
、
山
東
大
学
か
ら
分
離

本
学
は
本
年
度
大
学
機
関
別

認
証
評
価
を
受
審
す
る
に
あ
た

り
、
平
成
20
年
6
月
末
日
、
評

価
機
関
で
あ
る
（
財
）
日
本
高

等
教
育
評
価
機
構
へ
自
己
評
価

報
告
書
を
提
出
し
た
。

認
証
評
価
は
、
平
成
16
年
4

月
1
日
か
ら
す
べ
て
の
大
学
、

短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校

に
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
教
育
研
究
水
準
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
教
育
研
究
、
組
織

運
営
及
び
施
設
設
備
等
の
総
合

的
な
状
況
に
関
し
、
政
令
で
定

め
る
7
年
以
内
（
専
門
職
大
学

院
は
5
年
以
内
）
に
一
度
、
文

部
科
学
大
臣
が
認
証
す
る
評
価

機
関
の
実
施
す
る
評
価
を
受
審

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

自
己
評
価
報
告
書
は
自
己
点

検
運
営
委
員
会
大
学
部
会
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し
て
、
評
価
基

準
ご
と
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル

ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
作
成
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
を
自
己
評
価
報

告
書
（
案
）
と
し
て
と
り
ま
と

め
、
学
内
各
所
お
よ
び
ウ
ェ
ブ

上
で
公
表
し
、
教
職
員
か
ら
幅

広
く
意
見
を
集
め
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
学
独
自
の
特
色
あ
る

取
組
み
、
建
学
の
精
神
・
大
学

の
基
本
理
念
に
照
ら
し
な
が
ら

優
れ
た
取
組
み
、
改
善
す
べ
き

課
題
等
に
つ
い
て
の
分
析
、
自

己
評
価
が
実
施
で
き
た
。

今
後
、
提
出
し
た
自
己
評
価

報
告
書
を
も
と
に
9
月
30
日

（
火
）
か
ら
2
日
間
、
実
地
調
査

が
行
わ
れ
、
平
成
21
年
3
月
に

評
価
結
果
が
確
定
す
る
。

独
立
し
た
中
国
の
海
洋
研
究
の

要
で
あ
る
。
現
在
、
3
カ
所
の

キ
ャ
ン
パ
ス
面
積
合
計
2
0
0

ha
に
、
理
学
、
工
学
、
経
済
学
、

文
学
、
医
（
薬
）
、
管
理
、
法
学

の
19
学
部
を
も
ち
、
教
職
員
数

は
1
9
0
0
人
、
大
学
院
生
3

0
0
0
名
を
含
む
学
生
数
2
0

0
0
0
人
の
中
国
教
育
部
直
属

の
総
合
重
点
大
学
で
あ
り
、
あ

こ
が
れ
の
名
門
校
で
あ
る
。

同
大
学
は
、
中
国
の
W
T
O

加
盟
を
機
に
、
積
極
的
に
国
際

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
工

学
系
へ
の
留
学
は
日
本
工
業
大

学
が
初
め
て
で
あ
る
。

に
関
す
る
基
礎
知
識
を
身
に
つ

け
た
上
で
、
設
計
製
図
に
お
い

て
イ
ン
テ
リ
ア
空
間
の
構
想

力
・
表
現
力
を
習
得
す
る
ほ
か
、

デ
ザ
イ
ン
理
論
の
学
習
、
家
具

を
実
際
に
製
作
な
ど
の
モ
ノ
づ

く
り
体
験
も
重
視
し
、
よ
り
専

門
的
な
知
識
を
学
ぶ
。

福
祉
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

で
は
、
安
全
で
快
適
な
住
ま
い

の
設
計
や
生
活
福
祉
の
環
境
を

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

建
築
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
踏

ま
え
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
住
環
境
や
福
祉
施
設
を
題
材

に
設
計
製
図
に
取
り
組
む
ほ
か
、

介
護
体
験
や
生
活
環
境
実
験
演

習
を
通
し
て
人
と
空
間
の
関
わ

り
を
体
験
的
に
学
習
し
、
専
門

的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
。

インテリアデザインラボ

調印する柳澤学長（前列左）
研究内容の紹介・展示�受付では学生スタッフが迎えます�

�

第
2
回
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
コ
ン
開
催申

込
締
切
　

�

第
一
回

創
立
記
念
日
学
園
協
議
会
開
催

中
国
海
洋
大
学
と
覚
書
締
結

国
際
交
流

大学機関別認証評価受審

自己点検・評価
報告書提出

6/7(土)
ミニオープンキャンパス開催（報告）

6月7日（土）、ミニオープンキャンパスが開催
された。梅雨入り後にも関わらず当日は天候に恵
まれ、大勢の高校生や保護者の方が参加。午前・
午後の2部構成で、参加者の希望にあわせて選べ
る分野体験や進路ガイダンスなどが好評だった。

マイクロロボットをスタートさせる（昨年大会風景）

生生
活活
環環
境境
デデ
ザザ
イイ
ンン
学学
科科

9／13

8／22
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寄 付 者 ご 芳 名学園創立100周年
記念事業募金

●q

●w ●e ●t

●r ●y

①昨年6/29 帝国ホテルで行わ
れた百周年記念式典
②百年記念館（LCセンター）
③工友会主催中村修二氏講演会
④後援会寄贈の現代アート風ベンチ
⑤マイクロロボットコンテスト高
校生大会
⑥「日野式2号機」の復元

㈲
ア
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
社

㈲
I
・
A
企
画

㈱
愛
植
物
設
計
事
務
所

ア
イ
メ
ッ
ク
ス
㈱

㈱
ア
イ
ラ
ン
ド

朝
日
印
刷
㈱

旭
精
工
㈱

㈲
阿
部
測
量
設
計
事
務
所

ア
ポ
ロ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ

ム
㈱

㈱
ア
マ
ダ

ア
ン
デ
ス
電
気
㈱

ア
ン
ド
ー
ル
シ
ス
テ
ム
サ

ポ
ー
ト
㈱

㈱
イ
ー
ス
タ
ン

伊
草
建
設
㈱

池
上
金
型
工
業
㈱

㈱
池
下
設
計

池
田
常
栄
税
理
士
事
務
所

市
沢
文
房
具
店

㈲
イ
ネ
ッ
ト

㈱
茨
城
富
士

㈱
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
ロ

イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン

内
山
電
機
工
業
㈱

ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
㈱

㈱
ウ
ル
ノ
埼
玉
支
店

㈱
エ
ス
・
イ
ー
・
ア
ド
バ

ン
ス

㈱
エ
ス
・
イ
ー
・
シ
ー
・

ハ
イ
テ
ッ
ク

N
S
K
マ
シ
ナ
リ
ー
㈱

㈱
エ
プ
セ
ル

㈲
エ
フ
マ
テ
ッ
ク

㈱
オ
ー
エ
ム
シ
ー
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス

㈲
オ
オ
ゼ
キ
印
刷

大
塚
消
火
器
㈱

㈱
オ
ー
テ
ッ
ク

大
貴
産
業
㈱

大
森
機
械
工
業
㈱

㈱
小
田
急
百
貨
店

オ
リ
エ
ン
タ
ル
技
研
工
業
㈱

㈱
学
生
援
護
会

㈱
カ
シ
フ
ジ

鹿
島
建
設
㈱

㈱
カ
ナ
ザ
ワ

㈱
カ
ネ
コ

上
板
塑
性
㈱

川
口
土
木
建
築
工
業
㈱

除
関
東
電
気
保
安
協
会

技
研
秤
機
㈱

北
野
精
機
㈱

㈱
キ
ャ
ス
テ
ッ
ク

㈱
共
立
機
械
製
作
所

㈱
協
和
建
築
積
算
事
務
所

㈱
グ
リ
ー
ン
ゲ
ー
ト

㈲
ク
ロ
サ
ワ
カ
メ
ラ

経
営
・
金
融
研
究
所

京
浜
精
密
工
業
㈱

ケ
イ
ホ
ー
キ
㈱

㈲
建
友
石
井
建
具
店

光
機
熱
工
業
㈱

㈱
廣
洋

㈱
広
洋
社

㈱
晃
和
設
備

国
際
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
㈱

㈱
小
島
鉄
工
所

国
光
施
設
工
業
㈱

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
研
究
所

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

斎
藤
工
業
㈱

佐
々
木
モ
ー
ル
ド
研
究
所

佐
竹
化
学
機
械
工
業
㈱

㈱
サ
ン
・
ア
ド

㈱
サ
ン
ウ
ェ
ル

三
英
建
設
㈱

㈱
三
英
社
製
作
所

三
英
電
業
㈱

㈱
サ
ン
エ
ツ

三
進
工
業
㈱

㈱
山
水
広
告
社

㈱
サ
ン
精
密
化
工
研
究
所

㈲
ジ
ェ
イ
・
プ
ラ
ン

J
F
E
メ
カ
ニ
カ
ル
㈱

自
動
車
部
品
工
業
㈱

㈱
篠
塚
製
作
所

シ
ャ
ー
プ
㈱

㈱
住
機

昭
栄
建
設
㈱

白
岡
冶
金
㈱

㈱
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ
予
約

セ
ン
タ
ー

新
生
テ
ク
ノ
ス
㈱

新
日
本
監
査
法
人

鈴
木
青
果

ス
ポ
ー
ツ
施
設
㈱

㈱
住
田
光
学
ガ
ラ
ス

㈱
ス
ル
ガ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン

㈲
誠
美
管
理

セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
㈱

㈱
綜
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

そ
ば
処
　
京
屋

㈱
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
デ
ィ

ベ
ロ
プ
メ
ン
ト

㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

第
一
緑
興
㈱

㈱
タ
イ
ガ
ー
カ
ワ
シ
マ

㈱
大
學
通
信

大
成
温
調
㈱

大
成
建
設
㈱

㈲
大
勇
建
築
工
業

太
陽
電
業
㈱

大
和
証
券
㈱
銀
座
支
店

㈱
高
島
デ
リ
バ
リ
ー

高
山
商
事
㈱

T
A
C
O
㈱

多
田
建
設
㈱

蓼
科
情
報
㈱

田
辺
工
業
㈱

㈱
田
野
井
製
作
所

中
央
印
刷
㈱

㈱
ツ
ー
ル
テ
ク
ノ

㈱
デ
ザ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

㈱
東
京
日
立

㈱
東
京
プ
ロ
カ
ラ
ー

東
京
冷
機
工
業
㈱

㈱
東
庄
建
商

東
和
工
業
㈱

㈱
常
盤
軒

ト
ヨ
ク
ニ
電
線
㈱

N
I
T
E
C
埼
玉
産
学
交

流
会

㈱
中
澤
精
密

中
村
建
設
㈱

㈱
中
村
工
業
所

㈱
七
星
科
学
研
究
所

㈱
ナ
ミ
キ

㈱
ニ
チ
ボ
ウ

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
㈱

㈱
ニ
ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト

日
進
工
具
㈱

日
成
工
事
㈱

㈱
日
東
電
機
製
作
所

㈱
日
本
工
業
大
学
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
書
籍
部

日
本
テ
ク
ノ
ウ
ェ
イ
ブ
㈱

㈱
日
本
ド
リ
コ
ム

日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
沼
尻
電
気
工
事

ネ
ッ
ト
ソ
フ
ト
㈱

野
田
法
律
事
務
所

野
中
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

野
村
産
業
㈱

野
村
證
券
㈱
東
京
支
店

㈲
野
本
商
店

㈱
長
谷
川
鉄
工
所

㈱
八
光
電
機
製
作
所

㈱
八
洋

㈱
万
代
電
気
工
業

㈲
ビ
ー
イ
ン
グ
タ
イ
ム

東
日
本
電
信
電
話
㈱

㈲
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
・

サ
ー
ビ
ス

㈱
日
立
ソ
フ
テ
ッ
ク

㈱
日
立
ニ
コ
ト
ラ
ン
ス
ミ

ッ
シ
ョ
ン

㈱
広
沢
製
作
所

㈱
フ
コ
ク

㈱
フ
ジ
企
画

㈱
フ
ジ
コ
ー

不
動
開
発
㈱

平
和
管
財
㈱

ベ
キ
ニ
ッ
ト
㈱

保
安
工
業
㈱

北
陸
単
板
㈱

㈱
松
尾
工
務
店

㈱
丸
一
ゴ
ム
製
作
所

㈱
マ
ル
ト
食
品

ミ
サ
ト
㈱

㈱
み
ず
ほ
銀
行
渋
谷
支
店

㈱
三
井
住
友
銀
行

ミ
ッ
ク
電
子
工
業
㈱

ミ
ヤ
コ
自
動
車
工
業
㈱

ミ
ヤ
ナ
ガ
包
装
資
材

武
蔵
野
環
境
整
備
㈱

㈱
武
蔵
野
銀
行

㈱
名
和

森
乳
業
㈱

㈱
矢
島
商
店

安
田
工
業
㈱

山
下
電
氣
㈱

大
和
寝
具
㈱

㈱
大
和
製
作
所

㈱
山
本
製
作
所

㈱
ユ
ウ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

㈱
吉
野
工
業
所

㈱
ヨ
ダ

リ
ペ
ア
㈱

リ
ン
ク
情
報
シ
ス
テ
ム
㈱

㈱
渡
辺
製
作
所

取
引
先
・
就
職
先
・
他

学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同
賜
り
、

関
係
各
方
面
か
ら
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
様
々
な
1
0
0
周
年
事
業
・
行
事
を
無
事
、
か

つ
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
20
年
7
月
5
日
現
在
、
本
学
園
に
対
す
る
ご
寄
付
と
し

て
、
八
億
六
千
万
円
余
り
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
大
学
関
係
と
し
て
は
、
後
援
会
よ
り
四
億
三
千
万
円
、

工
友
会
よ
り
一
億
円
、
宮
代
会
よ
り
七
百
万
円
等
、
諸
団
体
か

ら
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
法
人
と
し
て
一

九
四
件
、
個
人
と
し
て
（
匿
名
を
含
め
）
一
八
六
九
件
の
ご
寄

付
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
改
め
て
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
志
に
対

し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

掲
載
要
項

一
、
ご
芳
名
は
、
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
に
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
法
人
お
よ
び
個
人
の
方
の
み
を
掲
載
し
、高
校
・
中
学
へ

ご
寄
付
さ
れ
た
方
の
ご
芳
名
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

二
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
七
月
五
日
ま
で

に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
を
掲
載
し
ま
し
た
。

三
、
掲
載
の
順
番
は
、
区
分
ご
と
に
五
十
音
順
と
し
、
敬
称
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
、
区
分
ご
と
に
整
理
し
て
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
芳
名
が

重
複
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

五
、
法
人
お
よ
び
個
人
の
ご
芳
名
は
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
時

点
の
名
称
で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

■
募
金
の
主
旨

本
学
1
0
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
設
致
し
ま
し
た

「
百
年
記
念
館
」（
図
書
館
・
情
報
複
合
施
設
）
の
建
設
費
と

し
て
、
ご
寄
付
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

■
募
金
の
期
間

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
一
日
ま
で

■
募
金
の
種
類

Ⅰ
　
個
人
（
在
校
生
父
母
、
卒
業
生
、
一
般
篤
志
家
、

教
職
員
等
）

一
口
　
一
万
円
（
で
き
れ
ば
二
口
以
上
）

Ⅱ
　
法
人
（
取
引
先
企
業
、
卒
業
生
・
在
校
生
父
母
の

自
営
企
業
、
そ
の
他
の
企
業
等
）

一
口
　
十
万
円

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

GGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGG

GGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGG

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

学
園
創
立
百
周
年
記
念
募
金
要
領

100周年記念事業・行事のご報告

日本工業大学は、学園創立100周年を記念し、

次の事業・行事を行いました。

■記念事業

1.平成17年4月　神田神保町に社会人を対象

とした1年制の専門職大学院を開設（平日

夜間、土曜日終日開講）

2.宮代キャンパスに「百年記念館」を建設

（平成19年9月竣工）。建設費は主要設備を

含め、約27億円

3.歴史編・未来編からなる百年史を発行

4.明治43年に本学園の母体・東京工科学校で

組み立てられ、日本初飛行に挑戦した「日

野式2号機」の復元

■記念行事

1.学園創立百周年記念式典および祝賀会開催

（帝国ホテル　6月29日）

2.工友会主催・中村修二氏講演会

（6月30日）

3.第１回日本工業大学マイクロロボットコン

テスト高校生大会（学友会館　9月1日）

4.百年記念館オープン記念公演（百年記念館

「ＬＣセンター」 10月13日）

5.学生が参加する論文・シンボルマークコン

テスト

6.ビジネスプランコンテスト（在学生対象）

7.本学卒業現職教員の集い（東京ガーデンパ

レス　12月1日）

8.その他、学生・教職員や地元の方々の参加

を得た文化行事等、多くの記念行事を行い

ました。
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日
本
工
業
大
学
後
援
会

Ｈ
17
後
援
会
本
部
役
員

一
同
　
代
表
　
窪
田
正
幸

Ｈ
18
後
援
会
本
部
役
員

一
同
　
代
表
　
佐
伯
み
ち
子

相
川
　
峰
雪

相
澤
　
康
喜

会
田
　
勝
宏

青
木
　
薫

青
木
　
光
一

青
木
　
三
衛

青
木
　
昭
寿

青
木
　
喬

青
木
　
博
幸

青
木
　
政
樹

青
木
　
良
博

青
島
　
裕
昌

青
柳
　
恒
雄

青
柳
　
行
夫

赤
坂
　
保
弘

秋
本
　
了

秋
元
　
正
美

阿
久
津
　
敬
三

浅
海
　
一
郎

浅
子
　
治
久

浅
見
　
成
一

浅
見
　
登

姉
帯
　
和
夫

安
孫
子
　
栄

阿
部
　
恵
美
子

阿
部
　
聖

阿
部
　
孝
二

阿
部
　
勉

阿
部
　
幸
美

阿
部
　
吉
昭

阿
部
　
良
文

天
野
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中
尾
　
末
隆

中
尾
　
仁
志

永
倉
　
一
治

仲
里
　
勝

永
澤
　
仁
也

中
澤
　
節
男

長
塩
　
浩
和

長
島
　
賢
一

中
島
　
構
冶

中
島
　
誠
次

中
嶋
　
道
夫

長
瀬
　
紋
一
郎

長
谷
　
聖
子

長
津
　
利
明

中
野
　
潤
次

永
野
　
正
人

中
野
　
正
巳

中
林
　
光
昭

中
原
　
健
司

仲
原
　
正
一

中
村
　
セ
ツ

中
村
　
宗
一
郎

中
村
　
孝
之

中
村
　
寿
男

中
村
　
久
男

中
村
　
行
則

中
山
　
真
司

永
山
　
清
一

仲
山
　
三
樹
夫

中
山
　
泰
弘

南
雲
　
良
明

名
倉
　
昌

生
井
　
弘
子

生
井
　
広
美

滑
川
　
守

成
田
　
孝

西
尾
　
繁
史

西
田
　
和
夫

西
田
　
三
津
夫

西
野
　
秀
樹

西
山
　
純
一

沼
尾
　
敏
弘

沼
崎
　
幸
一

根
岸
　
倍
雄

根
本
　
信
義

野
口
　
道
雄

野
口
　
良
一

野
崎
　
繁

野
崎
　
年
功

野
崎
　
宏

野
沢
　
健
治

野
原
　
貴
彦

野
呂
　
勝
行

萩
原
　
誠
四
郎

萩
原
　
忠
司

萩
原
　
豊

橋
本
　
堅
一

橋
本
　
正
行

蓮
見
　
一
郎

長
谷
川
　
辰
雄

長
谷
川
　
直
樹

長
谷
川
　
昌
利

長
谷
川
　
泰
弘

畠
山
　
幸
一

羽
田
野
　
孝

畠
山
　
知

服
部
　
元
美

花
牟
禮
　
進

塙
　
勲

馬
場
　
庸
介

馬
場
　
信
利

濱
口
　
一
雄

浜
田
　
茂
成

濱
中
　
修
一

濱
本
　
信
一

早
坂
　
正
実

林
　
繁

林
　
徹

林
　
信
夫

林
　
広
茂

林
　
政
人

林
　
道
恭

原
　
清

原
　
哲
也

原
瀬
　
博
利

原
田
　
栄
一
郎

原
田
　
國
春

原
田
　
二
郎

針
谷
　
幸
夫

春
田
　
道
夫

坂
西
　
長
一

半
澤
　
毅

後
援
会



日
本
工
業
大
学
工
友
会

工
友
会
岩
手
県
支
部
　
代
表
　
野
村
陸
男

工
友
会
愛
媛
県
支
部
　
代
表
　
篠
崎
清
栄

工
友
会
香
川
県
支
部
　
代
表
　
村
上
康
裕

工
友
会
埼
玉
県
支
部
　
代
表
　
小
林
利
一

工
友
会
徳
島
県
支
部
　
代
表
　
松
浦
良
彦

工
友
会
栃
木
県
支
部

青
木
　
雅
寛

赤
荻
　
哲
夫

淺
田
　
和
弘

浅
野
　
静

足
立
　
重
雄

安
達
　
一
浩

阿
部
　
愛
一
郎

安
藤
　
良
一

飯
田
　
俊
孝

栗
原
　
博
行

柴
田
　
晃

下
地
　
邦
夫

鈴
木
　
伸
二

田
中
　
敬
悟

橋
本
　
清
隆

林
　
茂

半
藤
　
正
行

曳
野
　
優
枝

樋
口
　
豊

日
高
　
裕
伸

日
野
沢
　
達
雄

檜
山
　
啓
一

日
向
　
幹
夫

平
井
　
壱
尚

平
井
　
せ
つ
子

平
木
　
宏
和

平
澤
　
健
司

平
澤
　
栄

平
塚
　
喜
久
男

平
塚
　
強

平
野
　
和
彦

平
柳
　
正
喜

比
留
間
　
吉
郎

廣
井
　
勝

廣
瀬
　
掌

廣
瀬
　
弘

樋
渡
　
実
行

笛
木
　
原
明

深
井
　
和
男

福
田
　
一
之

福
田
　
譲
治

福
田
　
房
雄

福
田
　
豊

福
原
　
純
一
郎

福
原
　
與
吉

藤
井
　
仁

藤
井
　
博
康

藤
井
　
満

藤
澤
　
和
夫

藤
澤
　
孝
雄

伏
田
　
昌
義

藤
原
　
敬
一

藤
原
　
正
男

伏
木
　
和
美

船
木
　
昭

船
木
　
雅
彦

船
見
　
雅
志

別
府
　
皎
宜

星
　
昭
雄

星
井
田
　
清

星
野
　
和
哉

星
野
　
清
治

星
谷
　
純
子

細
矢
　
収
二

穂
積
　
美
代
子

堀
　
隆
房

堀
内
　
幸
弘

堀
江
　
晴
男

堀
込
　
勝
廣

本
郷
　
文
男

本
郷
　
喜
次

前
田
　
平
始

真
壁
　
宏
典

牧
田
　
幸
一

巻
本
　
悦
栄

眞
柴
　
周
作

増
子
　
清

舛
甚
　
悟

増
田
　
純
一

増
田
　
行
雄

増
渕
　
二
郎

間
館
　
隆
博

町
田
　
昌
己

松
井
　
照
司

松
井
　
均

松
井
　
吉
雄

松
井
　
隆
一
郎

松
尾
　
宣
之

松
崎
　
茂

松
田
　
郁
夫

松
田
　
好
弘

松
谷
　
正
明

松
永
　
義
彦

松
村
　
絹
子

松
村
　
定
明

松
本
　
晃

松
本
　
健

松
本
　
正
三

松
本
　
進

松
本
　
学

松
本
　
泰
典

丸
田
　
豊
実

丸
山
　
直
人

丸
山
　
宏
幸

三
浦
　
弘

水
落
　
孝
吉

水
越
　
昭
策

水
沼
　
文
彦

三
本
　
孝
夫

緑
川
　
明
男

湊
谷
　
弘
昭

峯
崎
　
史
郎

峯
崎
　
裕

宮
内
　
省
吾

宮
崎
　
孝
栄

宮
司
　
学

宮
下
　
薫

宮
下
　
益
治

宮
島
　
照
子

宮
田
　
護

宮
野
　
勉

宮
林
　
昭

宮
本
　
俊
弘

宮
本
　
好
弘

武
藤
　
裕
一

村
石
　
清
澄

村
上
　
伸
一

村
上
　
恒
明

村
上
　
善
正

村
田
　
章

村
松
　
芳
雄

村
山
　
政
博

室
井
　
勝
春

室
井
　
祥
一

室
橋
　
昭
男

目
代
　
幸
枝

茂
木
　
明
光

望
月
　
信
利

茂
木
　
芳
雄

本
橋
　
一
雄

森
　
嘉
津
雄

森
　
卓
也

森
川
　
登

森
川
　
昇

森
島
　
耕
生

森
田
　
映
二

森
田
　
佳
吾

森
田
　
雄
治

森
橋
　
俊
三

森
村
　
慎
一

森
村
　
精
一

森
村
　
政
雄

森
本
　
剛
司

森
谷
　
孝
一

守
屋
　
健
二

森
山
　
芳
康

門
田
　
真
司

矢
板
　
利
一

八
川
　
清

屋
代
　
一
彦

保
田
　
亮

柳
　
政
彦

矢
野
　
勝
明

矢
野
　
民
雄

矢
作
　
春
夫

矢
作
　
泰
延

山
内
　
光
彦

山
浦
　
雅
雄

山
岸
　
吾
一

山
口
　
敏

山
口
　
三
郎

山
口
　
修
市

山
口
　
英
雄

山
越
　
均

山
崎
　
清
司

山
崎
　
貞
夫

山
崎
　
純
二

山
崎
　
信
治

山
澤
　
昭
一

山
下
　
隆
義

山
下
　
哲
二

山
田
　
晃
久

山
田
　
修

山
田
　
和
浩

山
田
　
保

山
中
　
郁
夫

山
中
　
均

山
道
　
勇

山
元
　
功
一

遊
佐
　
伸
司

湯
原
　
薫

湯
本
　
幸
彦

横
井
　
春
巳

横
田
　
周
一

横
田
　
芳
之

横
山
　
多
喜
雄

横
山
　
守
彦

吉
岡
　
一
仁

吉
澤
　
登
美
夫

吉
澤
　
廣
一

吉
田
　
清

吉
田
　
茂

吉
田
　
季
子

吉
永
　
能
成

吉
村
　
眞
治

吉
本
　
博
行

吉
山
　
栄
一

四
ッ
谷
　
和
雄

米
山
　
秀
夫

萬
　
憲
二
郎

若
梅
　
守

若
菜
　
一
夫

若
林
　
松
雄

涌
井
　
昇

涌
井
　
吉
成

渡
辺
　
勝
義

渡
邉
　
順
市

渡
邉
　
祥
司

渡
邊
　
保

渡
邉
　
勉

渡
辺
　
剛

渡
邉
　
敏
昭

渡
邉
　
俊
秀

渡
邉
　
長
生

渡
部
　
房
喜

日
本
工
業
大
学
宮
代
会

相
川
　
正

厚
海
　
好
孝

飯
田
　
薩
男

飯
塚
　
忠
勇

石
上
　
輝
房

石
灰
　
昭
光

伊
藤
　
敏
和

井
上
　
幸
政

大
塚
　
敬
右

大
利
　
巖

大
谷
　
励
子

岡
　
喜
一

小
笠
原
　
康
雄

小
川
　
佳
文

嘉
手
納
　
彰

加
藤
　
幸
雄

菅
野
　
均

菊
地
　
や
す
子

喜
多
　
勉

北
嶋
　
弘
一

北
原
　
冨
士
雄

北
村
　
俊
行

金
城
　
英
三

國
井
　
誠

藏
持
　
薫

小
林
　
久
也

小
堀
　
勉

小
山
　
昂

佐
々
木
　
英
子

佐
藤
　
宗
一

佐
藤
　
建
夫

柴
田
　
敬
子

菅
谷
　
清
次

鈴
木
　
幸
江

田
川
　
鋭
治

滝
口
　
和
喜

田
中
　
裕
行

飛
田
　
敏

冨
永
　
京
太
郎

中
島
　
勇

中
野
　
秀
次
郎

中
丸
　
芳
一

中
村
　
麻
子

奈
須
　
寿
美
枝

根
本
　
利
美

原
田
　
敬
司

福
田
　
充

藤
生
　
恵
司

武
藤
　
聡

細
矢
　
収
二

村
上
　
仲
子

矢
島
　
節
子

山
口
　
莞
二

山
崎
　
修
一

横
田
　
健
一

和
田
　
勝

阿
部
　
喬
晋

阿
部
　
哲
哉

安
倍
　
広

新
木
　
一
巳

安
藤
　
循
次

安
楽
　
龍
二

飯
島
　
忠
嗣

飯
田
　
邦
人

飯
塚
　
明

飯
塚
　
完
司

飯
塚
　
千
晃

飯
塚
　
文
章

伊
賀
　
知
由

生
野
　
武
夫

池
田
　
京
児

池
田
　
康
敬

石
井
　
教
之

石
垣
　
勝
康

石
川
　
真
也

石
鍋
　
藤
次

磯
野
　
精
博

磯
村
　
暢
宏

市
村
　
進

伊
藤
　
一
三

稲
葉
　
淳
一

井
上
　
俊
二

井
上
　
寛

井
上
　
洋
介

今
井
　
昌
毅

岩
崎
　
崇
史

岩
崎
　
猛

岩
島
　
健
一

岩
瀬
　
聡

上
野
　
久
和

宇
條
　
健

薄
井
　
利
題

臼
井
　
昌
章

梅
宮
　
貴
昭

裏
野
　
浩
史

江
川
　
歩

江
口
　
誠
一

江
刺
家
　
隆

江
東
　
育
士

榎
本
　
真
也

遠
藤
　
和
弘

遠
藤
　
直
樹

近
江
　
篤
朗

大
石
　
創
太
郎

大
川
　
浩
平

大
岸
　
文
夫

大
島
　
敏
正

大
島
　
敏
行

大
谷
　
政
行

大
槻
　
忠
輔

大
利
　
政
美

大
野
　
雅
己

大
橋
　
直
也

大
村
　
幸
男

大
森
　
真
樹

岡
田
　
武
晴

岡
村
　
和
昭

小
川
　
忠
伯

荻
島
　
君
夫

奥
口
　
彰
人

奥
山
　
優

小
澤
　
嘉
昭

落
合
　
領

小
名
木
　
敏
夫

小
野
田
　
公
知

小
野
寺
　
譲

小
原
　
健

折
原
　
弘
義

加
賀
　
政
雄

角
田
　
宏
幸

葛
西
　
弘
幸

柏
原
　
正
義

片
野
　
貴
成

勝
田
　
重
男

勝
又
　
雄
司

加
藤
　
幸
一

加
藤
　
利
康

加
藤
　
充
宏

角
野
　
裕
樹

金
子
　
紀

金
子
　
浩
明

鎌
田
　
隆
一

上
浦
　
隆

神
原
　
清

神
谷
　
真
二

川
島
　
郷
志

河
村
　
政
朋

川
村
　
高
英

神
林
　
修

木
内
　
康
博

菊
田
　
正
和

北
沢
　
仁
一

北
原
　
秀
彦

北
村
　
太
郎

木
造
　
友
治

城
戸
　
恒
夫

君
島
　
邦
夫

君
島
　
純
一

金
城
　
敦

金
城
　
剛

草
間
　
雅

久
保
市
　
崇

久
保
田
　
剛
行

久
保
田
　
健
男

倉
家
　
寿
継

藏
持
　
将
之

倉
持
　
整

栗
城
　
俊
彦

栗
原
　
秀
一

栗
和
田
　
洋
敏

桑
山
　
弘

軍
司
　
雅
弘

小
泉
　
信
司

庚
塚
　
啓
祐

河
野
　
良
明

小
久
保
　
寿
也

後
町
　
剛

後
藤
　
智
久

後
藤
　
勇
二

小
西
　
法
行

小
林
　
浩
一

小
林
　
隆
夫

小
林
　
孝
道

小
林
　
利
一

小
林
　
利
靖

小
林
　
裕
行

小
林
　
泰
生

小
林
　
好
考

小
堀
　
明

小
松
　
保
彦

小
松
　
保
之

小
宮
　
光
貴

小
山
　
昇

小
山
　
将
史

今
　
信
次

今
　
寿
幸

齋
藤
　
新
吾

齋
藤
　
天

斉
藤
　
正
弘

佐
伯
　
典
敬

酒
井
　
靖
志

坂
下
　
努

坂
下
　
友
茂

坂
本
　
勝

佐
川
　
順
治

桜
井
　
常
葉

佐
々
木
　
富
幸

佐
々
木
　
文
昭

佐
田
　
正
博

佐
藤
　
紘
三

佐
藤
　
卓

佐
藤
　
貴
之

佐
藤
　
年
一

佐
藤
　
俊
幸

佐
藤
　
信
昭

佐
藤
　
紀
子

佐
藤
　
光
日
古

真
田
　
郁
夫

佐
野
　
彰

澤
　
秀
樹

沢
崎
　
輝
光

三
幣
　
順
一

志
賀
　
淳
一

篠
　
昭
夫

篠
原
　
弘
人

清
水
　
高
市

清
水
　
重
信

清
水
　
誠
二

清
水
　
博
幸

下
田
　
峰
幸

下
田
　
祐
司

白
川
　
直
樹

菅
谷
　
憲
一

杉
本
　
英
明

杉
山
　
和
徳

鈴
木
　
一
夫
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西
田
　
和
江

西
村
　
誠
介

西
山
　
光
昭

丹
羽
　
次
郎

貫
井
　
光
男

野
口
　
憲
治

野
口
　
卓
也

野
口
　
裕
之

呑
澤
　
功

野
中
　
政
尚

野
本
　
衣
余
里

白
田
　
順
子

長
谷
川
　
嗣
彦

長
谷
川
　
洸

長
谷
川
　
裕
子

長
谷
部
　
伊
津
子

畑
　
弘
恭

波
多
野
　
純

初
見
　
範
子

花
木
　
規
恵

早
川
　
ゆ
か
り

林
　
祐
司

原
　
利
次

原
　
渡

原
口
　
純

原
田
　
昭

原
田
　
敬
司

原
田
　
隆

原
田
　
達
哉

張
替
　
勇

伴
　
雅
人

樋
口
　
昌
春

平
賀
　
義
彦

平
柳
　
恵
作

廣
澤
　
史
彦

廣
瀬
　
治
男

廣
瀬
　
由
紀
子

深
田
　
孝

福
澤
　
浩

福
田
　
成
二

藤
崎
　
典
子

藤
崎
　
雅
彦

藤
島
　
み
ど
り

藤
田
　
勲

藤
田
　
誠
一

藤
田
　
則
夫

藤
田
　
蓉
子

藤
野
　
充
平

伏
見
　
恒
夫

船
越
　
昭
紀

船
橋
　
昭
一

古
沢
　
謙
次

古
澤
　
雅
仁

北
後
　
寿

星
野
　
坦
之

堀
田
　
勝
喜

堀
内
　
優
子

堀
口
　
光
敏

本
間
　
喜
久
雄

増
田
　
松
雄

増
本
　
憲
泰

マ
ダ
ー
ブ
　
Ｎ
　
マ
ナ
ン
ダ
ー
ル

町
田
　
輝
史

町
田
　
廣
安

松
井
　
正
長

松
井
　
立
夫

松
倉
　
宏
一

松
田
　
郁
夫

松
野
　
建
一

松
本
　
勇
一
郎

松
本
　
義
男

丸
山
　
達
男

水
沼
　
守

南
山
　
芳
文

宮
国
　
勉

三
宅
　
正
二
郎

宮
坂
　
修
吉

宮
崎
　
好
恵

宮
沢
　
肇

宮
本
　
智
子

宮
本
　
春
江

三
好
　
和
壽

椋
田
　
實

村
川
　
正
夫

村
口
　
昌
之

村
田
　
泰
彦

森
　
真
作

森
　
正
美

森
田
　
登

守
友
　
貞
雄

森
宮
　
脩

森
山
　
幹
郎

柳
下
　
崇

八
木
田
　
浩
史

矢
島
　
幸
雄

野
　
愈
士

柳
澤
　
章

柳
澤
　
孝
至

谷
原
　
光
男

矢
部
　
正
行

山
岡
　
斉

山
岸
　
嵩

山
口
　
重
光

山
口
　
義
昭

山
下
　
一
夫

山
田
　
隆
司

山
田
　
利
一

山
地
　
秀
美

山
中
　
將
利

湯
浅
　
隆
子

湯
川
　
元
久

横
尾
　
肇

横
谷
　
真
一
郎

吉
岡
　
亨

吉
川
　
悦
子

吉
川
　
寿
子

吉
澤
　
信
幸

昨
年
は
、
学
園
創
立
1

0
0
周
年
と
し
て
多
く
の

事
業
・
行
事
が
行
わ
れ
た

が
、
先
人
の
残
し
た
記
録

が
い
か
に
貴
重
で
あ
る
か

を
実
感
し
た
。
先
人
に
感

謝
し
、
次
へ
続
く
人
達
の

た
め
に
、
こ
れ
ら
を
「
写

真
集
」
と
し
て
記
録
に
止

め
た
い
と
い
う
大
川
陽
康

6
月
22
日
に
防
衛
大
学

で
開
催
さ
れ
た
「
第
41

回
・
東
日
本
理
工
系
大
学

体
操
競
技
選
手
権
大
会
」

で
本
学
体
操
競
技
部
が
、

団
体
、
個
人
共
に
6
連
覇

を
果
た
し
た
。

団
体
は
、
2
位
（
防
衛

大
）
以
下
を
大
き
く
引
き

離
し
て
の
優
勝
。
個
人
で

は
、
本
学
シ
ス
テ
ム
工
学

科
3
年
生
・
津
田
涼
太
君

が
優
勝
、
電
気
電
子
工
学

6
月
26
日
に
「
日
本
工

業
大
学
奨
学
振
興
基
金
規

程
」
が
制
定
さ
れ
、
入
学

者
を
対
象
と
し
た
新
奨
学

金
制
度
が
誕
生
し
た
。

同
規
程
は
、
本
学
を
退

職
す
る
教
員
か
ら
の
寄
付

金
を
、
退
職
教
員
の
所
属

す
る
学
科
へ
入
学
す
る
優

秀
な
新
入
生
を
対
象
と
し

た
奨
学
金
と
し
て
給
付
す

る
こ
と
を
定
め
た
も
の
。

そ
の
第
一
号
と
し
て
、

本
年
3
月
末
に
定
年
退
職

し
た
電
気
電
子
工
学
科
・

石
田
之
則
教
授
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
4
百
万
円
の
寄
付

金
を
、
同
学
科
へ
入
学
す

る
学
生
へ
の
奨
学
金
と
し

て
活
用
す
る
。

原
則
と
し
て
学
生
一
人

当
り
年
額
20
万
円
を
給
付

し
、
こ
れ
を
授
業
料
に
充

当
す
る
。
適
用
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
で
、
給
付
期

間
は
1
年
で
あ
る
。

科
2
年
生
・
松
下

一
成
君
が
2
位
に

輝
い
た
。
学
業
と

ク
ラ
ブ
活
動
を
両

立
さ
せ
て
励
ん
で

き
た
日
頃
の
練
習

の
成
果
で
あ
ろ
う
。

同
部
顧
問
は
共

通
教
育
系
・
石
崎

克
也
教
授
、
監
督

は
同
部
O
B
鈴
木

功
作
施
設
営
繕
課

長
で
あ
る
。

吉
田
　
清

吉
田
　
忠
雄

吉
田
　
伸
枝

吉
田
　
有
美

吉
見
　
健
二

米
田
　
桂
三

劉
　
ウ
ェ
ン

脇
本
　
隆
之

和
田
　
敏
一

渡
辺
　
顯

渡
邉
　
歩

渡
辺
　
い
ち

渡
辺
　
勝
彦

渡
辺
　
カ
ヨ

渡
部
　
修
一

渡
辺
　
高
幸

大
矢
　
暁

荻
島
　
弘
子

後
藤
　
勇
（
日
進
工
具
㈱

社
長
）

田
辺
　
芳
一
（
ボ
デ
ン
㈱

社
長
）

福
田
　
晃
一

藤
森
　
幹
仁

松
沢
　
伸
行

宮
永
　
敬
輔

渡
辺
　
寛

渡
邊
　
正
道

渡
辺
　
康
夫

理
事
長
の
発
意
に
よ
り
、

「
日
本
工
業
大
学
創
立
1

0
0
周
年
記
念
事
業
・
行
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渡
邊
　
信
幸

渡
辺
　
治
雄

渡
辺
　
春
英

渡
邊
　
正
道

渡
辺
　
雄
太
郎

林
　
一
雄

青
木
　
収

青
柳
　
稔

秋
山
　
庄
平

秋
山
　
正
夫

浅
野
　
ミ
エ
子

穴
井
　
正
洋

安
部
　
晨

荒
井
　
清
美

専
門
職
大
学
院
同
窓
会

そ
の
他
団
体

役
職
員（
旧
役
職
員
を
含
む
）

法
人
役
員
・
日
本
工
大
教
職
員

法
人
事
務
局
・
専
門
学
校
教
職
員

そ
の
他
個
人

優勝杯、表彰状を手にする体操部員

「
百
周
年
の
記
録
」
表
紙

念
事
業
・
行
事
の
写
真
を

網
羅
す
る
と
と
も
に
、

「
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
」
、

「
実
行
委
員
会
組
織
図
」

等
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8 本

学
入
学
者
を
対
象
に

新
奨
学
金
制
度
誕
生

体
操
部
、
東
日
本
理
工
系
大
学
体
操
競
技
大
会
で

団
体
・
個
人
共
に
６
連
覇

百
周
年
記
録
写
真
集
発
行

事
記
録
写
真
集

『
百
周
年
の
記

録
』
」
が
発
行

さ
れ
た
。

同
冊
子
は
、

A
4
版
、
36
頁

で
、
全
て
の
記



社
会
人
、
特
に
中
堅
・
中
小

企
業
に
勤
務
し
て
い
る
幹
部
や

幹
部
候
補
生
あ
る
い
は
技
術
開

発
リ
ー
ダ
ー
等
を
主
対
象
と
す

る
本
専
門
職
大
学
院
で
は
、
1

年
間
の
集
中
的
・
効
率
的
な
勉

学
に
よ
り
技
術
経
営
修
士
（
専

門
職
）
の
学
位
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
、
春
夏
秋
冬
4
学
期
制

と
な
っ
て
い
る
。

7
月
中
旬
で
春
学
期
の
講
義

は
終
わ
り
、
補
講
お
よ
び
試
験

も
下
旬
に
終
了
し
た
が
、
第
4

期
生
に
は
休
む
間
も
殆
ど
無
く
、

8
月
1
日
に
は
9
月
末
ま
で
の

夏
学
期
が
始
ま
っ
た
。
国
内
の

ほ
ぼ
す
べ
て
の
大
学
院
で
は
約

2
ヶ
月
間
の
夏
季
休
暇
に
入
っ

て
い
る
時
期
で
あ
る
が
、
多
く

の
企
業
が
休
み
と
な
る
旧
盆
時

期
の
約
10
日
間
を
除
い
て
開
講

さ
れ
る
。
し
か
も
、
平
日
夜
は

2
コ
マ
、
土
曜
日
は
3
コ
マ
の

集
中
講
義
で
あ
る
た
め
、
春
学

期
の
週
1
コ
マ
ず
つ
に
比
べ
て

格
段
に
進
む
速
度
が
早
い
。

平
均
年
齢
約
40
歳
の
第
4
期

生
全
員
が
、
夏
の
暑
さ
に
も
講

義
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
負
け
ず
、

勤
務
を
続
け
る
と
と
も
に
授
業

に
休
ま
ず
出
席
し
、
自
己
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
実
践

的
知
識
を
修
得
で
き
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
。

院
生
の
年
齢
、
経
歴
、
業
種
・

職
種
等
が
多
種
多
様
で
、
同
期

生
間
の
交
流
が
そ
の
ま
ま
世
代

間
交
流
や
異
業
種
・
異
職
種
交

流
に
な
る
こ
と
、
教
員
や
O
B

と
の
交
流
も
か
な
り
盛
ん
な
こ

6
月
3
日
〜
6
月
6
日
ま
で
の
4
日
間
に
わ

た
り
東
京
有
明
に
あ
る
「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
」
を
会
場
に
2
0
0
8
N
E
W
環
境
展
が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
の
環
境
展
は
「
守
ろ
う
地

球
・
創
ろ
う
共
生
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
5
8

7
社
、
2
5
0
1
小
間
（
コ
マ
）
と
い
う
規
模

で
開
催
さ
れ
た
。
学
校
関
係
か
ら
の
出
展
は
、

本
学
を
含
め
6
大
学
1
高
校
で
あ
っ
た
。
本

と
も
本
専
門
職
大
学
院
の
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。
去
る
6
月
28

日
（
土
）
午
後
に
は
修
了
生
の

同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
て
、

新
役
員
と
同
窓
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
の
開
設
等
を
含
む
新
た
な
活

動
方
針
が
決
ま
り
、
夕
刻
に
は

い
う
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て

大
い
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
別
掲
の
よ
う
に
、
11

月
8
日
、
1
月
17
日
、
2
月
14

日
の
3
回
開
催
さ
れ
る
予
定
で

学
は
2
0
0
2
年
か
ら
7
年
連

続
の
出
展
で
あ
る
。

本
学
か
ら
は
機
械
工
学
科
小

倉
研
究
室
の
「
超
低
燃
費
カ
ム

レ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
」
、
情
報

工
学
科
片
山
研
究
室
の
「
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」

の
2
テ
ー
マ
が
出
展
さ
れ
た
。

小
倉
研
究
室
か
ら
の
出
展
は

次
の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
超

低
燃
費
エ
ン
ジ
ン
で
2
0
0
7

年
度
日
本
機
械
学
会
に
於
い
て

研
究
発
表
し
た
も
の
。
①
運
転

状
況
に
応
じ
て
バ
ル
ブ
タ
イ
ミ

ン
グ
を
自
在
に
制
御
可
能
な
世

界
初
の
新
電
磁
駆
動
バ
ル
ブ
を

搭
載
　
②
高
熱
効
率
（
低
燃
費
）

の
圧
縮
比
10
、
膨
張
比
20
の
ミ

ラ
ー
サ
イ
ク
ル
を
実
現
　
③
技

術
レ
ベ
ル
の
高
い
早
閉
じ
ミ
ラ

ー
サ
イ
ク
ル
を
実
現

ま
た
、
片
山
研
究
室
か
ら
の

出
展
は
、
I
C
タ
グ
を
利
用
し

て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
情
報
を
提

供
す
る
研
究
で
昨
年
に
展
示
し

た
内
容
を
更
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
し
た
物
で
あ
る
。

あ
る
。
3
回
行
わ
れ
る
入
試
の

2
、
3
週
間
前
の
い
ず
れ
も
土

曜
日
の
開
催
で
あ
る
。
当
日
は

本
大
学
院
の
概
要
と
特
徴
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
履
修
方
法
等
の

説
明
に
続
き
、
4
期
生
ま
で
の

デ
ー
タ
紹
介
、
修
了
生
に
よ
る

特
定
課
題
研
究
（
修
士
論
文
に

代
わ
る
も
の
）
の
発
表
、
専
任

教
授
に
よ
る
模
擬
授
業
、
修
了

生
と
在
学
生
に
よ
る
「
学
習
と

実
務
へ
の
活
用
」
に
関
す
る
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
（
施
設
見
学
）
等
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
の

質
問
に
も
答
え
る
。

技
術
経
営
（
M
O
T
）
の
重

要
性
、
1
年
間
で
修
了
で
き
る

本
大
学
院
の
特
徴
、
入
試
方
式

や
受
験
資
格
、
科
目
選
択
方
法
、

勤
務
と
履
修
の
両
立
法
、
特
定

課
題
研
究
の
テ
ー
マ
選
び
と
指

導
方
法
、
修
士
号
取
得
に
よ
る

効
果
等
を
良
く
理
解
し
て
も
ら

い
、
出
願
の
際
の
参
考
に
し
て

も
ら
う
の
が
目
的
で
あ
り
、
来

年
度
の
5
期
生
へ
の
多
数
の
応

募
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

専
任
教
授
　
松
野
建
一
）

幅
約
23
メ
ー
ト
ル
に
植
え
つ
け

ら
れ
た
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
夏
の
強

い
日
差
し
を
和
ら
げ
、
蒸
散
効

果
に
よ
り
涼
風
が
得
ら
れ
、
ク

ー
ラ
ー
な
し
で
も
部
屋
の
温
度

を
下
げ
ら
れ
る
「
自
然
の
カ
ー

テ
ン
」
と
の
触
れ
込
み
で
、
市

民
活
動
を
中
心
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
も
と
も
と
は
戸
建
住
宅

な
ど
小
規
模
な
も
の
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
潅

水
装
置
を
組
み
込
み
、
通
気
を

確
保
し
な
が
ら
水
位
を
一
定
に

保
つ
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、

高
さ
20
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
伸

ば
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と

か
ら
、
東
京
で
は
百
を
超
え
る

小
学
校
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

本
学
で
は
潅
水
装
置
の
水
源
と

し
て
中
水
を
用
い
て
お
り
、
さ

ら
に
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
西
面
は
植
物
の

成
長
に
は
不
利
な
条
件
で
は
あ

る
が
、
7
月
末
の
段
階
で
部
分

的
に
は
9
メ
ー
ト
ル
以
上
に
成

長
し
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ゴ
ー
ヤ
は

す
で
に
何
本
か
が
収
穫
さ
れ
て

い
る
。
成
長
の
暁
に
は
キ
ャ
ン

パ
ス
で
展
開
さ
れ
て
い
る
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
つ
と
し
て

も
活
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（6） 平成20年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第154号

の
カ
ー
テ
ン
」
が
、
本
館
西

側
・
2
号
館
の
南
端
部
分
に
施

工
さ
れ
た
。
工
事
は
5
月
19
日

に
行
わ
れ
、
キ
ュ
ウ
リ
・
ヘ
チ

マ
・
ゴ
ー
ヤ
の
3
種
類
の
苗
が
、

植
物
の
つ
る

や
葉
を
窓
の
外

に
設
置
し
た
ネ

ッ
ト
に
這
わ
せ

て
つ
く
る
「
緑

7
月
5
日
、
学
生
自
治
会
が

主
催
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
18
時

30
分
か
ら
ビ
ッ
ク
ボ
ウ
ル
杉
戸

で
34
レ
ー
ン
を
す
べ
て
貸
し
切

っ
て
行
わ
れ
た
。
大
会
は
、
1

チ
ー
ム
4
名
で
構
成
さ
れ
各
自

2
ゲ
ー
ム
行
う
。
成
績
上
位
者

な
ら
び
に
チ
ー
ム
に
は
、
主
催

者
で
あ
る
中
央
執
行
委
員
会
清

水
裕
章
委
員
長
か
ら
豪
華
賞
品

が
授
与
さ
れ
た
。

春
学
期
試
験
最
終
日
7
月
30

日
か
ら
31
日
の
2
日
間
、
日
工

大
夏
祭
り
が
行
わ
れ
た
。
昨
年

ま
で
体
育
館
前
を
主
会
場
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は

本
館
と
旧
図
書
館
の
間
に
移
し

た
。
櫓
の
前
で
は
盆
踊
り
や
浴

衣
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々
な
企

画
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
夏

祭
り
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
打

上
げ
花
火
。
1
0
0
発
の
花
火

が
夏
の
夜
空
を
彩
っ
た
。

学
生
た
ち
は
、
7
月
31
日
か

ら
9
月
20
日
ま
で
約
2
ヶ
月
間

わ
れ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
華
舞
喜
〜
華
の
四
重
奏
〜
」
に

決
定
し
た
。
華
舞
喜
は
、
か
ぶ

き
と
読
む
。
こ
の
テ
ー
マ
華
舞

喜
に
は
、
来
場
し
た
方
々
が
思

わ
ず
舞
い
踊
っ
て
し
ま
い
そ
う

な
ほ
ど
、
楽
し
い
若
杉
祭
に
な

る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
華
の

四
重
奏
に
は
、
大
学
祭
実
行
委

員
会
が
40
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
華
や

か
な
大
学
祭
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
表
し
て
い

る
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
。

暑
さ
に
負
け
ず

集
中
講
義
に
頑
張
る
４
期
生

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

4期生や教員も参加した同窓会総会後の懇親会

4
期
生
や
教
員
も
交

え
た
懇
親
会
が
キ
ャ

ン
パ
ス
の
近
く
で
開

か
れ
た
（
写
真
）
。

ま
た
、
来
る
8
月
9

日
（
土
）
夕
刻
に
は

4
期
生
主
催
の
納
涼

懇
親
会
も
計
画
さ
れ

て
い
る
の
で
、
修
了

生
達
が
講
義
と
同
様

に
実
務
に
役
立
っ
て

い
る
と
異
口
同
音
に

平成21年度学部入試日程

2008NEW環境展に出展

緑のカーテン設置

本学出展ブースの様子

日々成長する緑のカーテン
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k
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の
夏
季
休
業
と
な
る
。
そ
の
間

に
は
、
夏
合
宿
を
行
う
ク
ラ
ブ

団
体
も
多
い
。
運
動
部
と
文
科

系
ク
ラ
ブ
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
ま

と
め
て
い
る
体
育
会
と
文
化
団

体
連
合
会
で
は
、
1
年
生
を
対

象
に
普
段
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は

体
験
で
き
な
い
他
の
ク
ラ
ブ
と

の
交
流
を
図
る
た
め
フ
レ
ッ
シ

ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
計
画
。
体

育
会
は
8
月
3
日
か
ら
5
日
ま

で
、
文
化
団
体
連
合
会
は
9
月

3
日
か
ら
5
日
ま
で
ど
ち
ら
も

下
田
寮
で
行
わ
れ
る
。

第
40
回
若
杉
祭
は
、
11
月
1

日
か
ら
3
日
ま
で
の
3
日
間
行

学
生
自
治
会
主
催
の

主
な
学
生
行
事

社会人大学院生　募集
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）

本学で先端技術研究の取り組みを

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL 0480-33-7507 URL http://www.nit.ac.jp

日程

一次募集
二次募集

受付時間
平成20年9月25日～10月3日
平成21年2月14日～20日

面接試験
10月10日
2月27日

合格発表
10月17日
3月5日

手続締切
平成21年1月26日
平成21年3月13日

◆大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻
＊システム工学専攻　＊情報工学専攻

■平成21年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

入試種別 日 程

専門高校入試
（Ｂ工業科）

出願期間

面接日と面接会場

合格発表

出願期間

面接日と面接会場

合格発表

第　1 期
11/  1（土）～11/  6（木）
11/12（水） 盛岡・東京・岡山
11/13（木） 郡山・長野
11/14（金） 新潟・静岡
11/15（土） 本学
11/22（土）

第　1 期
11/  1（土）～11/  6（木）
11/12（水） 盛岡・東京・岡山
11/13（木） 郡山・長野
11/14（金） 新潟・静岡
11/15（土） 本学
11/22（土）

第1期

平成21年3月上旬まで、随時受付
書類受理後に連絡

書類審査等

7/  1（火）
～ 8/  6（水）

9/  2（火）
～ 9/10（水）

9/ 20（土）

センター利用入試Ａ
1/  5（月）～ 2/  2（月）

2/10（火）

1/17（土）・18（日）
※本学での個別学力検査等は実施いたしません

2/  4（水）～ 2/16（月）

2/26（木）

2/18（水）～ 3/12（木）

3/21（土）

センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

10/18（土） 12/20（土） 1/19（月） 3/21（土）

10/  1（水）
～10/  8（水）

12/  5（金）
～12/11（木）

1/  5（月）
～ 1/10（土）

3/  2（月）
～ 3/12（木）

8/18（月）
～ 9/16（火）

10/  1（水）
～11/20（木）

11/25（火）
～12/10（水）

1/15（木）
～ 3/  5（木）

第2期 第3期 第4期 第5期

8/18（月）～ 8/22（金）
8/29（金） 本学
9/  2（火）
9/  2（火）～ 9/10（水）
9/20（土）
8/18（月）～ 8/22（金）
8/29（金） 本学
9/  2（火）
9/  2（火）～ 9/10（水）
9/20（土）

第　2 期
11/26（水）～12/ 8（月）

12/13（土） 本学

12/20（土）

第　2 期
11/26（水）～12/ 8（月）

12/13（土） 本学

12/20（土）

申込期間
面接日と面接会場
内定日
出願期間
合格発表
申込期間
面接日と面接会場
内定日
出願期間
合格発表

エントリー入試のエントリー期間

コーディネータ入試の申込期間
面談・面接等

出願期間

選考
合格発表

出願期間

試験日

合格発表

・各試験日とも全学
科の受験が可能
・一般入試Ａの本学
会場は受験日自由
選択制

出願期間

センター試験実施日

合格発表

一般推薦入試
（公募制）

特別奨学生入試

カレッジマイスター
入試

ＡＯ入試

一般入試

センター利用入試

一般入試Ａ
1/  5（月）～ 1/24（土）
2/  1（日） 本学、郡山、水戸、

高崎、千葉
2/  2（月） 本学、東京、新潟、

長野、静岡
2/  3（火） 本学
2/10（火）

一般入試Ｂ
2/  4（水）～ 2/16（月）

2/21（土） 本学

2/26（木）

・専門高校入試（A 工業科）および一般推薦入試（指定校）については、2009受験ガイドをご参照ください。
・お問い合せ先：教務部入試室　　7 0120-250-267



世界遺産と国際協力

リニアモーターカーのしくみ

コンピュータグラフィックスのしくみ

風車でつくるクリーンエネルギー

大学への進路ガイダンス

かけ引きの科学

建築設計の魅力

コンピュータグラフィックスのしくみ

機
械
工
学
科
の
長
坂
保
美
教

授
お
よ
び
機
械
工
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
1
年
の
宮
本
祐
也
君

が
、
（
社
）
日
本
設
計
工
学
会
平

成
20
年
度
春
季
研
究
発
表
講
演

会
・
通
常
総
会
で
、
論
文
賞
を

受
賞
し
た
。
同
学
会
は
、
昭
和

41
年
に
日
本
設
計
製
図
研
究
会

と
し
て
発
足
し
、
（
社
）
日
本
設

計
製
図
学
会
を
経
て
、
平
成
元

年
か
ら
現
在
の
名
称
と
な
っ
た
。

約
1
7
0
0
名
の
会
員
が
所
属

し
て
い
る
。

同
学
会
の
論
文
賞
は
、
毎
月

発
行
さ
れ
る
同
学
会
誌
1
巻
分

（
1
月
〜
12
月
）
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
の
中
か
ら
、
設
計
分
野
に

関
す
る
独
創
性
あ
る
い
は
実
用

性
等
の
総
合
的
な
評
価
結
果
と

し
て
、
最
も
優
秀
な
論
文
に
与

え
ら
れ
る
賞
で
あ
る
。

受
賞
し
た
論
文
テ
ー
マ
は
、

「
機
械
設
計
教
材
支
援
シ
ス
テ
ム

の
開
発
（
第
1
報
、
学
習
履
歴

に
よ
る
能
力
の
把
握
に
つ
い

て
）
」
と
「
機
械
設
計
教
材
支
援

シ
ス
テ
ム
の
開
発
（
第
2
報
、

学
習
履
歴
に
よ
る
能
力
に
適
し

た
指
導
に
つ
い
て
）
」
の
2
報
で

あ
り
、
教
育
関
連
で
の
論
文
賞

受
賞
は
珍
し
い
。

本
受
賞
の
理
由
は
、
従
来
の

C
A
I
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用

い
て
教
育
を
支
援
）
シ
ス
テ
ム

は
、
必
ず
正
解
が
存
在
す
る
こ

と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
が
、

本
支
援
シ
ス
テ
ム
で
は
、
機
械

設
計
の
よ
う
に
複
数
解
、
ま
た

は
解
の
存
在
が
不
明
と
い
っ
た

領
域
に
対
し
、
与
え
ら
れ
た
諸

条
件
と
そ
の
前
後
関
係
か
ら
適

宜
最
適
解
を
抽
出
す
る
手
法
を

考
案
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
学

生
の
学
習
履
歴
か
ら
学
生
の
能

力
を
把
握
し
、
学
生
の
能
力
に

適
し
た
指
導
を
行
う
機
構
を
開

発
し
、
授
業
に
役
立
て
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

機
構
を
実
現
す
る
の
に
、
複
数

年
に
も
及
ぶ
基
礎
デ
ー
タ
の
構

築
、
そ
の
解
析
結
果
を
本
教
材

支
援
シ
ス
テ
ム
に
反
映
し
て
実

用
化
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
る
こ

と
も
評
価
さ
れ
た
。

本
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
本
紙

1
5
3
号
（
前
号
）
で
、
本
学

独
自
の
設
備
（
C
A
D
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
機
械
工
学
科
2
年
次
の

6
月
28
日
（
土
）
午
後
2
時

よ
り
、
本
学
L
C
セ
ン
タ
ー
に

て
第
4
回
本
学
卒
業
現
職
教
員

の
集
い
を
開
催
し
た
。

現
在
、
約
1
2
0
0
名
の
本

学
卒
業
生
が
、
全
国
の
小
・
中

学
校
・
高
等
学
校
な
ど
で
教
職

に
就
い
て
い
る
が
、
こ
の
会
の

趣
旨
は
、
全
国
の
同
窓
の
教
員

が
一
同
に
会
し
、
各
地
区
・
学

校
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
図
り
、
交
流
を
深
め
る
も
の

で
あ
る
。

現
職
教
員
の
参
加
者
は
、
60

名
、
大
学
教
職
員
80
名
が
顔
を

揃
え
た
。
ま
た
、
教
職
希
望
の

学
生
30
名
が
参
加
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
記
の
通
り

第
一
部
　
研
究
発
表
・
研
究
協

議
会
　

①
「
中
学
校
技
術
科
の
現
状

と
課
題
」
唐
澤
文
夫
氏

②
「
教
材
開
発
か
ら
見
え
る
工

業
教
育
の
現
状
」
高
岩
千
尋
氏

第
二
部
　
講
演
会

①
「
日
本
工
業
大
学
教
育
の

新
展
開
」
学
長
柳
澤
　
章

②
「
平
成
21
年
度
の
入
試
」

入
試
室
長
　
川
村
清
志

③
「
教
員
免
許
更
新
講
習
に

つ
い
て
」
工
学
教
員
研
究
所

長
　
原
田
　
昭

第
三
部
　
学
科
交
流
会

機
械
シ
ス
テ
ム
系
、
電
気
電

子
・
情
報
系
、
建
築
系
の
3

学
群
に
分
か
れ
て
、
各
科
で

の
交
流
を
深
め
た
。

第
四
部
懇
親
会

現
職
教
員
の
研
究
発
表
は
、

日
々
の
教
育
実
践
を
踏
ま
え
た

力
強
い
内
容
で
あ
っ
た
。

学
長
は
、
本
学
教
育
の
将
来

が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
か

に
つ
い
て
、
分
か
り
易
く
講
演

し
、
O
B
現
職
教
員
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。
懇
親
会
で
は
、
卒

業
生
と
大
学
教
職
員
と
の
輪
が

あ
ち
こ
ち
に
で
き
、
在
学
時
代

の
思
い
出
話
や
各
地
域
・
学
校

の
教
育
事
情
な
ど
に
い
て
情
報

交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
。

（
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）

「
機
械
設
計
Ⅰ
・
演
習
」
科
目
で

実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
。
実
用

化
し
た
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、

学
生
全
員
に
異
な
る
設
計
仕
様

が
与
え
ら
れ
、
毎
週
提
出
の
レ

ポ
ー
ト
が
自
動
採
点
で
き
る
こ

と
。
さ
ら
に
、
そ
の
採
点
結
果

と
学
習
履
歴
に
よ
る
能
力
か
ら

学
生
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
指

導
が
可
能
で
、
今
後
の
学
力
向

上
の
一
手
法
と
し
て
期
待
さ
れ

る
。
な
お
、
本
受
賞
は
埼
玉
大

学
工
学
部
の
大
滝
英
征
教
授
と

の
連
名
で
あ
る
。

手
企
業
は
今
年
度
の
業
績
が
減

益
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
特
に
建
築
業
界
は
審
査

基
準
が
厳
し
く
な
り
、
住
宅
着

工
件
数
が
減
少
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
採
用

の
見
送
り
や
採
用
枠
の
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
企
業
が

増
加
し
つ
つ
あ
り
、
今
ま
で
の

売
り
手
市
場
の
潮
目
が
変
わ
っ

て
き
た
よ
う
だ
。

本
学
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

は
、
6
月
30
日
現
在
で
、
既
に

6
0
0
名
以
上
の
学
生
が
内
定

（
就
職
希
望
者
に
対
す
る
内
定
率

は
約
60
％
で
前
年
に
比
べ
1
％

ア
ッ
プ
）
し
、
上
場
会
社
を
中

心
に
大
手
企
業
（
後
記
参
照
）

に
複
数
内
定
し
て
い
る
の
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、

7
月
以
降
は
、
企
業
の
業
績
悪

化
等
の
影
響
を
受
け
、
就
職
状

況
は
今
後
、
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
る

が
、
本
学
に
は
現
在
も
本
学
の

最
先
端
の
科
学
や
技
術
に
は
、

科
学
者
や
技
術
者
が
永
い
歴
史

に
お
い
て
限
り
な
く
繰
り
返
し

た
「
な
ぜ
？
」
と
い
う
問
い
と

そ
の
答
え
が
つ
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
分
か
り
や
す
く
解
き

明
か
し
て
い
く
の
が
本
学
の
出

前
授
業
で
あ
る
。

柳
澤
学
長
は
「
授
業
を
受
け

た
後
、
「
な
ぜ
？
」
を
探
求
し
た

い
気
持
ち
が
旺
盛
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
先

生
方
に
と
っ
て
も
、
教
え
方
の

ヒ
ン
ト
満
載
の
内
容
と
な
っ
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
科
学
技
術
へ
の
向
学
心
を
高

め
、
そ
れ
を
大
き
く
育
て
て
欲

し
い
と
の
願
い
で
あ
る
。

6
月
に
、
平
成
21
年
度
か
ら

発
足
す
る
新
学
科
体
制
を
踏
ま

え
て
刊
行
し
た
出
前
授
業
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
全
国
の
工
業
高
校

並
び
に
本
学
近
隣
の
普
通
高
校

に
配
布
し
た
。
共
通
教
育
系
を

含
め
た
8
学
科
か
ら
1
0
2
テ

ー
マ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
揃
え
、

昨
年
に
比
べ
よ
り
充
実
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

既
に
実
施
し
た
分
を
含
め
る

と
、
6
月
30
日
現
在
、
24
件
の

申
し
込
み
を
受
け
て
い
る
。
実

施
し
た
学
校
で
の
評
判
が
付
近

の
学
校
に
も
及
び
、
出
前
授
業

の
申
し
込
み
も
増
え
て
い
る
。

高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

で
は
、
高
校
側
と
大
学
担
当
者

と
の
密
接
な
連
携
を
取
り
、
円

滑
な
実
施
に
努
め
て
実
り
あ
る

出
前
授
業
と
し
て
い
き
た
い
。

数
ヶ
月
前
ま
で
は
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
採
用
抑
制
に
よ
る
人
手

不
足
感
の
高
ま
り
と
団
塊
世
代

の
大
量
退
職
が
重
な
り
、
技
術

系
を
中
心
に
売
り
手
市
場
に
な

っ
て
い
た
。
特
に
大
手
企
業
は

人
材
確
保
す
る
た
め
に
採
用
活

動
を
早
く
か
ら
開
始
し
、
内
定

を
早
く
か
ら
出
す
企
業
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、

原
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
原
材

料
の
高
騰
が
響
き
、
企
業
の
景

況
感
は
悪
化
し
つ
つ
あ
り
、
大

学
生
を
採
用
し
た

い
と
い
う
企
業
が

一
日
に
10
社
前
後
、

わ
ざ
わ
ざ
来
学
し

て
い
る
の
で
、
未

だ
内
定
を
得
て
い

な
い
学
生
は
是
非

就
職
支
援
課
を
訪

れ
て
、
こ
の
求
人

情
報
を
利
用
し
、

就
職
活
動
を
し
て

欲
し
い
。

就
職
活
動
は
学

生
諸
君
が
大
き
く

成
長
す
る
た
め
の

貴
重
な
経
験
だ
と
考
え
る
。
最

後
ま
で
諦
め
ず
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

主
な
内
定
先

【
建
設
業
】
北
野
建
設
1
名
、
フ

ジ
タ
1
名
、
積
水
ハ
ウ
ス
1
名
、

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
1
名
他

【
設
備
工
事
業
】
日
本
空
調
サ
ー

ビ
ス
6
名
、
東
電
通
5
名
、
き

ん
で
ん
4
名
、
三
機
工
業
3
名
、

保
安
工
業
3
名
、
関
電
工
2
名
、

大
氣
社
1
名
他

【
鉄
鋼
業
】
J
F
E
ス
チ
ー
ル
2

名
他

【
電
気
･
機
械
器
具
】
キ
ヤ
ノ
ン

化
成
4
名
、
能
美
防
災
4
名
、

キ
ヤ
ノ
ン
3
名
、
ユ
ニ
デ
ン
3

名
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
2
名
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
1

名
、
三
洋
電
機
1
名
他

【
輸
送
用
機
械
器
具
】
本
田
技
研

工
業
3
名
、
ケ
ー
ヒ
ン
2
名
、

ト
キ
メ
ッ
ク
2
名
、
関
東
自
動

車
工
業
1
名
、
自
動
車
部
品
工

業
1
名
、
日
本
精
機
1
名
他

【
卸
売
業
】
キ
ヤ
ノ
ン
シ
ス
テ
ム

ア
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
9
名
他

【
運
輸
電
力
業
】
J
R
東
海
3
名
、

J
R
東
日
本
2
名
、
東
京
地
下

鉄
2
名
、J-

P
O
W
E
R
1
名
他

【
情
報
産
業
】
ク
ロ
ス
キ
ャ
ッ
ト

5
名
、
シ
ー
イ
ー
シ
ー
2
名
、

富
士
通
エ
フ
サ
ス
2
名
、
東
芝

シ
ス
テ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
2
名
、

コ
ナ
ミ
1
名
他

【
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業
】
N
E
C

フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
5
名
、
セ

ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
3
名
、
N

T
T
ア
ド
バ
ン
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
2
名
他

【
非
営
利
団
体
】
関
東
電
気
保
安

協
会
6
名
他

（
就
職
支
援
課
長
　
吉
見
健
二
）
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私
は
、
現
在
、

「
超
音
波
ス
ピ
ン

ド
ル
」
と
い
う
新

し
い
工
作
機
械
の

開
発
に
つ
い
て
、

会
社
か
ら
専
属
で

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

超
音
波
ス
ピ
ン
ド
ル
と
は
、

工
作
機
械
の
回
転
主
軸
で
す

が
、
従
来
は
回
転
の
み
で
あ

っ
た
の
に
加
え
て
、
そ
れ
に

超
音
波
振
動
を
付
加
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
超

音
波
振
動
の
効
果
は
微
小
な

切
削
工
具
の
変
形
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
、
金
属
を
は

じ
め
ガ
ラ
ス
や
硬
い
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
製
な
ど
の
機
械
部
品

の
微
細
か
つ
精
密
切
削
を
可

能
と
し
ま
す
。

卒
業
か
ら
5
年
が
経
っ
た

現
在
で
も
、
神
研
究
室
に
は

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
何
故
か
、
研
究
室
へ

通
っ
て
い
る
と
卒
業
し
た
感

じ
は
し
ま
せ
ん
。
年
々
、
代

わ
る
研
究
生
と
と
も
に
、
在

学
当
時
と
同
様
、
一
生
懸
命

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

在
学
時
は
、
4
年
生
に
な

り
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
「
超

音
波
ス
ピ
ン
ド
ル
の
開
発
に

関
す
る
基
礎
研
究
」
の
テ
ー

マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

し
た
。
先
生
や
先
輩
へ
相
談

し
、
自
分
が
理
解
で
き
る
ま

で
し
つ
こ
い
と
言
わ
れ
る
ま

で
聞
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
当
初
は
、
実
験
を
い
ろ

い
ろ
と
行
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
良
い
結
果
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
通
常

で
は
、
使
用
が
困
難
と
さ
れ

て
い
る
小
径
で
、
か
つ
長
い

工
具
を
用
い
た
実
験
へ
と
変

更
し
ま
し
た
。
実
際
、
こ
の

よ
う
な
工
具
を
用
い
る
と
工

具
の
た
わ
み
が
発
生
し
ま
す
。

例
え
ば
、
片
支
持
は
り
と
同

じ
で
、
抵
抗
を
受
け
る
と
工

具
が
た
わ
み
ま
す
。
し
か
し
、

超
音
波
振
動
を
付
与
し
た
場

合
で
は
、
そ
の
工
具
の
た
わ

み
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
発
見

を
き
っ
か
け
と
し
て
研
究
は

一
気
に
進
み
、
そ
の
後
は
条

件
を
い
ろ
い
ろ
と
変
更
を
し

て
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
発
し
た
超
音
波
ス
ピ
ン

ド
ル
に
は
、
多
く
の
技
術
的

課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
1

つ
1
つ
解
決
し
、
神
先
生
の

ご
指
導
の
下
、
電
気
の
専
門

家
、
研
究
室
の
学
生
お
よ
び

当
社
全
社
員
の
力
が
1
つ
に

な
っ
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

仕
様
と
し
て
は
、
機
械
加
工

用
の
あ
ら
ゆ
る
工
作
機
械
に

取
り
付
け
が
可
能
で
、
回
転

す
る
工
具
が
、
工
具
軸
方
向

に
1
秒
間
に
4
万
回
の
割
合

で
超
音
波
振
動
す
る
も
の
で

す
。
今
で
も
、
進
化
す
べ
き

課
題
は
い
く
つ
も
あ
り
、
そ

の
解
決
と
次
世
代
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
超
音
波
ス
ピ
ン
ド
ル
の

開
発
へ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
4
月
か
ら
モ
ニ
タ

ー
を
開
始
し
、
展
示
会
等
へ

の
出
展
、
新
聞
や
専
門
誌
へ

掲
載
、
学
会
等
で
の
講
演
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に

よ
り
、
客
先
か
ら
の
情
報
収

集
を
行
い
、
現
在
、
10
台
以

上
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
案
件

に
つ
い
て
は
テ
ス
ト
加
工
を

行
っ
て
い
る
最
中
で
す
。
引

き
合
い
等
が
多
く
な
る
と
、

非
常
に
忙
し
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
毎

日
、
楽
し
く
充
実
し
て
い
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
。
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。
辛
い
日
々
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
楽

し
く
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

近事片々

●　先輩だより　●

金井　秀生
（群馬県立渋川工業高等学校出身）
機械工学専攻修了（2003年度）

industria

「超音波スピンドル」開発一途

本学で開催された企業合同説明会の様子

今年の就職戦線
売り手市場の潮目が変わる

左から長坂教授、宮本君、埼玉
大・大滝教授

機
械
工
学
科

長
坂
教
授
が

日
本
設
計
工
学
会
で
「
論
文
賞
」

今年は本学LCセンターで開催された

「
な
ぜ
？
」を
追
求
し
た
い
気
持
ち
に
な
る
出
前
授
業

■出前授業実施・予定校
実施日 実施校 題目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

4/25（金）

5/24（土）

5/24（土）

6/21（土）

6/21（土）

6/27（金）

6/30（月）

7/14（月）

7/18（金）

7/22（火）

7/24（木）

7/29（火）

昭和第一学園高等学校

群馬県立藤岡工業高等学校

群馬県立藤岡工業高等学校

宮代町立前原中学校

埼玉会館

財団法人ベターホーム協会

千葉県立清水高等学校

東京都立荒川工業高等学校

東京都立杉並工業高等学校

長野県上田千曲高等学校

山形県立寒河江工業高等学校

茨城県立勝田工業高等学校

平行二輪車「セグウエイ」で
体感するロボット制御の基礎
「もったいない」精神で
毎日の生活を見直す

平行二輪車「セグウエイ」で
体感するロボット制御の基礎

次世代電気自動車は環境問題を
解決する

実施日 実施校 題目

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

7/29（火）

8/4（月）

8/4（月）

8/5（火）

8/5（火）

8/6（水）

9/3（水）

9/4（木）

9/10（水）

10/3（金）

11/5（水）

11/18（火）

茨城県立勝田工業高等学校

茨城県立水戸工業高等学校

茨城県立水戸工業高等学校

茨城県立水戸工業高等学校

茨城県立水戸工業高等学校

茨城県立玉造工業高等学校

栃木県立宇都宮白楊高等学校

群馬県立伊勢崎工業高等学校

埼玉県立浦和工業高等学校

埼玉県立久喜工業高等学校

栃木県立栃木工業高等学校

群馬県立伊勢崎工業高等学校

音のデジタル処理

ロボット技術の使い方

電気のお値段

おもしろ科学実験

挑戦！次世代ロボット

挑戦！次世代ロボット

挑戦！次世代ロボット

おもしろ科学実験

ナノテクノロジー－小さな・
ちいさな・CHIISANA機械
2007年新潟県
中越沖地震被害状況

平行二輪車「セグウエイ」で
体感するロボット制御の基礎
平行二輪車「セグウエイ」で
体感するロボット制御の基礎

６／28
�

第
４
回
「
本
学
卒
業
現
職
教
員
の
集
い
」

盛
大
に
開
催



開催日 主　　催 開催都市 開催会場 対象地域

8月30日� 蔵王支部 山形市 パレスグランデール 山形県・宮城県

8月31日� 群馬県支部 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県

〃 茨城県支部 土浦市 霞ヶ浦観光ホテル 茨城県

9月 6日� 沖縄県支部 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県

〃 本部（九州） 福岡市 サンライフホテル１ 九州

9月 7日� 本部（北海道）札幌市 ホテルクレスト札幌 北海道

〃 本部（四国） 高知市 ホテルサンルート高知 四国

9月13日� 栃木県支部 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県

〃 長野県支部 松本市 ホテルブエナビスタ 長野県

〃 青森県支部 青森市 青森国際ホテル 青森県

〃 北陸支部 金沢市 金沢勤労者プラザ 富山県・石川県・福井県

9月14日� 西中国支部 下関市 海峡ビューしものせき 広島県・山口県・島根県・九州

〃 山梨県支部 笛吹市 ホテル春日居 山梨県

〃 新潟県支部 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県

〃 東中国支部 津山市 津山国際ホテル 岡山県・鳥取県

9月20日� 秋田県支部 秋田市 協働大町ビル 秋田県

〃 福島県支部 郡山市 清稜山倶楽部 福島県

〃 静岡県支部 静岡市 清水テルサ 静岡県

9月21日� 岩手県支部 花巻市 千秋閣 岩手県

〃 千葉県支部 千葉市 千葉市文化交流プラザ 千葉県

〃 東海支部 名古屋市 中京大学文化市民会館 愛知県・岐阜県・三重県

9月28日� 近畿支部 尼崎市 ホップインアミング
大阪府・兵庫県・京都府・

奈良県・和歌山県・滋賀県

〃 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

工
友
会
だ
よ
り
―

�

工
友
会
総
会
開
催

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
秋
学
期
受
講
生
募
集

◆
松
田
洋
助
教
（
情
報
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン
（
6
／
29
〜

7
／
7
）
／
目
的
＝
先
端
教
育
技

術
に
関
す
る
国
際
会
議
に
お
い
て

の
論
文
発
表
◆
江
藤
香
助
手
（
情

報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ

ン
（
6
／
29
〜
7
／
7
）
／
目

的
＝
先
端
教
育
技
術
に
関
す
る
国

際
会
議
に
お
い
て
の
論
文
発
表

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学

ん
で
い
た
。
昼
食
時
に
は
本
学

学
生
の
中
に
N
I
T
ク
リ
エ
イ

ト
の
ス
タ
ッ
フ
と
明
る
く
談
笑

す
る
女
子
中
学
生
2
人
の
姿
が

見
ら
れ
た
。

ま
た
、
前
記
と
同
様
に
7
月

10
日
・
11
日
に
は
杉
戸
町
立
杉

戸
中
学
校
2
年
生
の
男
子
生
徒

4
名
が
訪
れ
、「
職
場
体
験
学
習
」

の
一
環
と
し
て
、
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
セ
ン
タ
ー
食
堂
で
体
験
学

習
を
行
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
、
わ
ず
か
2
日

間
で
は
あ
っ
た
が
、
普
段
の
学

校
で
の
学
習
で
は
得
ら
れ
な
い
、

貴
重
な
体
験
を
し
た
事
で
あ
ろ
う
。

6
月
22
日
（
日
）
に
、
本
学

機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
学

友
会
館
に
お
い
て
日
本
工
業
大

学
工
友
会
評
議
員
会
、
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
あ
い

に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
評

議
員
会
へ
は
41
名
、
総
会
へ
は

68
名
の
出
席
が
あ
り
、
熱
の
こ

も
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

工
友
会
会
員
も
、
今
年
3
月

の
卒
業
生
で
3
万
人
を
超
え
る

規
模
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
会

則
を
大
幅
に
見
直
す
必
要
が
あ

っ
た
。
昨
年
の
工
友
会
総
会
で

選
出
さ
れ
た
役
員
で
役
員
会
を

構
成
し
、
一
年
を
か
け
て
会
則

の
改
正
、
理
事
候
補
の
選
出
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を

行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
が

今
般
の
総
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

理
事
14
名
の
中
か
ら
会
長
と

し
て
呑
澤
功
が
選
出
さ
れ
、
新

会
長
の
下
、
新
し
い
体
制
で
学

園
と
共
に
第
二
世
紀
を
歩
ん
で

行
く
べ
く
、
一
層
の
努
力
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

去
る
5
月
25
日(

日)

午
後
1
時

よ
り
、
本
学
学
友
会
館
に
て
平

成
20
年
度
後
援
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

第
1
号
議
案
「
平
成
19
年
度

事
業
報
告
」
、
第
2
号
議
案
「
平

成
19
年
度
決
算
報
告
・
同
監
査

報
告
」
、
第
3
号
議
案
「
平
成
20

年
度
事
業
計
画
」
、
第
4
号
議
案

「
平
成
20
年
度
予
算
」
、
第
5
号

議
案
「
学
園
創
立
1
1
0
周
年

記
念
事
業
協
賛
基
金
の
積
立
に

つ
い
て
」
、
第
6
号
議
案
「
理

事
・
監
事
の
銓
衡
」
は
、
慎
重

審
議
の
上
、
全
て
承
認
さ
れ
、

総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

平
成
20
年
度
の
後
援
会
理
事

は
1
0
8
名
、
監
事
2
名
。
執

行
部
は
次
の
通
り
。

会
　
長
　
小
笠
原
康
雄
（
新
潟
）

副
会
長
　
伊
藤

茂
（
大
阪
）

磯
貝
栄
一
（
福
島
）

門
口

満
（
千
葉
）

総
　
務
　
鎌
田
　
勝
（
岩
手
）

松
澤
美
佐
子
（
東
京
）

財
　
務
　
金
澤
一
美
（
栃
木
）

鳥
取
雄
治
（
岡
山
）

監
　
事
　
中
島
構
治
（
佐
賀
）

小
林
　
卓
（
神
奈
川
）

な
お
、
後
援
会
主
催
「
地
域

別
教
育
懇
談
会
」
の
日
程
は
下

表
の
通
り
で
あ
る
。

7
月
3
日
・
4
日
の
2
日
間

に
わ
た
り
、
宮
代
町
立
須
賀
中

学
校
2
年
生
の
女
子
生
徒
2
名

が
、
「
職
場
体
験
学
習
」
の
一
環

と
し
て
、
昨
年
、
一
昨
年
に
続

き
本
学
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ

ン
タ
ー
食
堂
で
社
会
体
験
学
習

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
須
賀
中

学
校
が
「
生
徒
1
人
ひ
と
り
が

働
く
こ
と
の
尊
さ
を
知
る
と
共

に
、
自
ら
の
進
路
に
つ
い
て
も

【
任
用
】（
6
月
1
日
付
）

◆
篠
原
総
枝
事
務
職
員
（
教
務

部
入
試
室
）

【
退
職
】（
5
月
31
日
付
）

◆
岡
田
修
身
教
授
（
英
語
教
育

セ
ン
タ
ー
）

【
任
命
】（
6
月
1
日
付
）

◆
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
務

柳
澤
　
章
学
長

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
7
／
11
〜

14
）
／
目
的
＝
台
湾
留
学
フ
ェ
ア

ー
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
成
田
剛
准
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
7
／
31

〜
8
／
12
）
／
目
的
＝
平
成
20
年

度
学
内
特
別
研
究
費
タ
イ
建
築
史

の
再
構
成
◆
飯
塚
完
司
講
師
（
電

気
電
子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
（
8
／
4
〜
10
）
／
目
的
＝

2
0
0
8
年
分
子
線
エ
ピ
タ
キ
シ

ー
国
際
会
議
で
の
研
究
発
表
指
導

◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
8
／
9
〜
16
）
／
目
的
＝
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
の
風
土
と
デ
ザ
イ
ン

◆
吉
澤
信
幸
教
授
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
8
／
19
〜
26
）
／
目
的
＝
I
E
E

E
医
学
生
物
工
学
会
第
30
回
定
期

国
際
会
議
（
E
M
B
C
’08
）
へ
の

出
席
お
よ
び
論
文
発
表
◆
田
中
隆

治
准
教
授
（
学
修
支
援
セ
ン
タ

ー
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
8
／

23
〜
9
／
3
）
／
目
的
＝
高
校
生

交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
・

実
施
、
カ
ナ
ダ
特
別
研
修
視
察
◆

桑
原
文
夫
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア
（
9
／
5
〜

14
）
／
目
的
＝
応
力
波
に
関
す
る
国

際
会
議
で
の
論
文
発
表
と
ロ
ー
マ

ン
コ
ロ
セ
ウ
ム
基
礎
の
調
査
◆
飯

塚
完
司
講
師
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン

（
9
／
7
〜
12
）
／
目
的
＝
第
19
回

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ラ
イ
ク
材
料
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
お
よ
び
窒
化
物
に
関
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
伴
雅
人
准
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン

（
9
／
7
〜
12
）
／
目
的
＝
第
19
回

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ラ
イ
ク
材
料
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
お
よ
び
窒
化
物
に
関
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
石
田
武
志
講
師
（
シ
ス
テ
ム
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ

（
9
／
9
〜
14
）
／
目
的
＝
環
境
情

報
と
産
業
生
態
系
に
関
す
る
国
際

会
議
に
お
け
る
研
究
発
表
◆
三
好

和
壽
教
授
（
先
端
材
料
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ

ス
（
9
／
19
〜
28
）
／
目
的
＝
第

1
回
ア
ブ
レ
シ
ブ
磨
耗
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
国
際
会
議
で
の
研
究
論

文
口
頭
発
表
お
よ
び
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
大
学
視
察

▼
中
国
四
川
省
の
地

震
に
驚
い
て
い
た
ら

国
内
で
も
宮
城
県
と

岩
手
県
で
大
き
な
地

震
が
起
こ
っ
た
。
幸

い
な
こ
と
に
、
本
学

学
生
へ
の
被
害
は
無

か
っ
た
。
「
天
災
は

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
言
葉
を
残
し
た
人
物
は
、

夏
目
漱
石
、
正
岡
子
規
と
も
交

流
が
あ
っ
た
東
京
帝
国
大
学

（
現
東
京
大
学
）
の
実
験
物
理
学
、

教
授
の
寺
田
寅
彦
で
あ
る
。
今

か
ら
百
年
く
ら
い
前
に
「
天
災
」

と
い
う
自
然
の
恐
ろ
し
さ
と
私

た
ち
す
べ
て
を
取
り
巻
く
文
明

の
頼
り
な
さ
に
つ
い
て
鋭
く
警

告
を
発
し
て
い
る
。

▼
学
校
教
育
法
第
百
九
条
に
よ

る
認
証
評
価
を
「
（
財
）
日
本
高

等
教
育
評
価
機
構
」
に
お
い
て

受
審
す
る
た
め
「
自
己
点
検
・

評
価
報
告
書
」
を
六
月
末
に
提

出
し
た
。
今
後
、
九
月
末
か
ら

の
二
日
間
の
実
地
調
査
を
経
て

評
価
の
「
結
果
」
が
で
る
。
報

告
書
及
び
結
果
に
つ
い
て
は
公

開
し
て
い
く
。

（
F
）

（8） 平成20年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第154号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

人
事
異
動

編 集 後 記

国
外
出
張

※開催日および会場は、都合により変更となる場合があります。詳しいご案内は各支部（支部
のない地域は本部）より各会員宅に郵送されるので、ご確認ください。
※対象地域以外にも参加可能ですので、後援会事務局にお問い合わせください。

平成20年度地域別教育懇談会開催日程（予定）

宮
代
町
立
須
賀
中
学
生
、
杉
戸
町
立
杉
戸
中
学
生

本
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
食
堂
で
体
験
学
習

「
2
d
a
y
s
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

更
に
深
く
学
び
と
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
」
と
の
目
的
を
も

っ
て
、
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

る
も
の
で
あ
り
、
派
遣
事
業
所

の
一
つ
と
し
て
本
学
の
食
堂
が

指
定
さ
れ
て
の
実
施
で
あ
っ
た
。

N
I
T
ク
リ
エ
イ
ト
職
員
と

と
も
に
朝
礼
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

大
量
の
皿
洗
い
、
ご
飯
盛
り
、

配
膳
等
、
不
安
と
緊
張
を
抱
き

な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
打
ち
込

配膳を手伝う中学生

学友会館で開催された総会

後
援
会
だ
よ
り

�

平
成
20
年
度
定
期
総
会
開
催

卒業後30年、20年、10年の皆様

11/1 第9回 ホームカミングデーへのお誘い

ホームカミングデーが、若杉祭
初日の11月1日（土）に開催され
る。卒業後10年毎の節目の皆さ
んにお集まりいただくこの企画も
今年で9回目。当日は、現在の大
学を体験いただける博物館・各セ
ンター中心の学内見学ツアー、学
食試食や懇親パーティを予定。大
好評の抽選会では盛り沢山の景品
を用意。ご家族連れでの参加も歓
迎している。是非とも声を掛け合
って、旧友や現旧教職員と楽しい
ひと時を過ごしていただきたい。
（ホームカミングデー実行委員会）工業技術博物館を見学するOB（昨年の様子）

パーティの前に参加者全員で記念撮影（昨年の様子）

本競技は低公害で熱効率の
高い自作スターリングサイク
ル機器の性能とアイデアを、
人間乗車クラス、宙返り耐久
ミニクラス、クーラクラスな
ど5クラスに分かれて競うも
ので、平成18年度日本機械
学会教育賞を受賞している。
昨年は、小学生から社会人ま
で全国から128チームが参
加。各クラスにおいて熱戦が
繰り広げられたが、特に人間
乗車クラスでは記録を大幅に
更新するなど、年々技術力の
向上がめざましい。

ノーマルクラスに参加した本学付属高校生（昨年の様子）

11／15（土）今年も本学で開催

第12回 スターリングテクノラリー第12回 スターリングテクノラリー

先の日工大通信でもお知らせし
たとおり、本年5月より構内へ乗
り入れる全ての自転車が登録制と
なり、7月時点で、およそ980台
の登録が成された。しかし、学内
には常時2000台近くの自転車が
乗り入れられている現状からま
だ、相当数が未登録であると推察
される。今後、未登録の自転車
（登録シールが貼付られていない
もの）は順次撤去を実施するので
早急に登録をお願いしたい。

未登録自転車には注意札を

自転車登録に
ご協力を！
自転車登録に
ご協力を！

本
講
座
は
埼
玉
県
と
の
協
定

に
よ
る
県
内
8
大
学
共
同
実
施

の
開
放
講
座
で
あ
る
。
受
講
生

は
学
部
生
と
共
に
学
部
の
授
業

を
受
講
す
る
。
対
象
は
、
県
内

在
住
55
歳
以
上
の
方
。
春
学
期

は
4
講
座
を
開
設
、
好
評
を
得

た
。
要
項
は
本
学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た

は
事
務
局
に
ご
請
求
い
た
だ
き

た
い
。

日
程
　
9
月
〜
21
年
1
月

講
座
名
（
担
当
者
）

福
祉
と
情
報
（
片
山
教
授
）、

日
本
住
宅
の
歴
史
（
波
多
野
教

授
）、

風
土
と
す
ま
い
（
伊
藤
教
授
）、

環
境
と
工
学
（
佐
藤
教
授
）、

平
成
生
ま
れ
の
高
齢
化
社
会

（
渡
辺
教
授
）

修
了
証
　
各
講
座
終
了
時
に

発
行

定
　
員
　
各
講
座
約
10
名

受
講
料
　
一
講
座
一
万
円
（
複

数
受
講
可
）

締
切
り
　
8
月
29
日
（
金
）

問
合
せ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
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